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　公益社団法人 京都府観光連盟 専務理事。「京都府内
には素晴らしい食材と地域に根付いた食文化がありま
す。Web サイト『食

く

らし旅
たび

』ではそんな食の魅力を発
信しています。皆さんも、そこにしかない「食」を求
めて旅に出てみませんか。」 （8 面に関連記事）

四
よつ

辻
つじ

　清
きよ

美
み

 さん

ひ
と
ひ
と

公式サイト

拝
啓
　
国
土
交
通
大
臣
　
斉
藤
　
鉄
夫 

殿

東
京
先
行
型
の
交
通
政
策
で
は

タ
ク
シ
ー
不
足
解
消
で
き
な
い

エ
ム
ケ
イ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
社
長
　
青
木
信
明

　

弊
社
の
午
前
中
の
利
用
者

層
は
病
院
に
行
か
れ
る
高
齢

者
の
方
が
多
い
の
で
す
が
、

配
車
ア
プ
リ
で
は
な
く
コ
ー

　

本
年
４
月
８
日
に
東
京
と

並
び
全
国
に
先
駆
け
て
自
家

用
車
活
用
事
業
を
Ｍ
Ｋ
は
開

始
し
ま
し
た
が
、
弊
社
と
し

て
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が
把

握
す
る
タ
ク
シ
ー
の
不
足
感

は
朝
か
ら
晩
ま
で
で
あ
る
こ

と
を
国
交
省
に
は
訴
え
て
い

ま
し
た
が
、
蓋
を
開
け
る
と

許
可
さ
れ
た
運
行
時
間
帯
は

夕
方
16
時
か
ら
20
時
、
金
土

日
は
明
け
方
ま
で
、
そ
れ
と

深
夜
時
間
で
す
。
開
始
か
ら

２
、
３
週
間
は
こ
の
時
間
帯

で
ど
れ
く
ら
い
の
売
上
が
上

が
る
か
、
ア
プ
リ
使
用
感
な

ど
課
題
を
検
証
す
る
た
め
に

私
自
身
も
含
め
て
社
内
の
管

理
職
を
中
心
に
実
証
的
に
乗

務
し
ま
し
た
。
使
用
す
る
の

が
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
ア
プ
リ
で
あ
る

た
め
利
用
す
る
お
客
様
は
ほ

ぼ
外
国
人
の
お
客
様
で
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
入
洛
者
が

多
く
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
ア
プ
リ
を
普

段
か
ら
使
用
し
て
い
る
こ
と

と
、
自
国
で
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

を
使
っ
て
い
る
の
で
日
本
人

に
と
っ
て
は
新
し
く
て
ま
だ

得
体
の
知
れ
な
い
自
家
用
車

活
用
事
業
と
い
う
も
の
に
も

抵
抗
が
な
い
の
だ
ろ
う
と
推

察
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
延
べ

60
日
間
、
４
５
０
０
組
以
上

自
家
用
車
活
用
事
業
が
ど
の

よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
く
の

か
、
何
よ
り
こ
の
制
度
の
ま

　

２
０
２
４
年
５
月
の
訪
日

外
国
人
客
数
が
三
ヵ
月
連
続

の
３
０
０
万
人
超
え
で
あ
っ

た
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
京

都
の
観
光
地
で
は
春
の
観
光

す
ま
す
世
界
中
か
ら
注
目
が

集
ま
り
、
本
年
秋
口
の
観
光

バ
ス
は
既
に
ど
こ
も
満
車
状

態
と
聞
き
ま
す
が
、
徐
々
に

関
西
一
円
の
タ
ク
シ
ー
、
ハ

イ
ヤ
ー
に
も
影
響
が
出
て
く

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
折
か

ら
の
タ
ク
シ
ー
の
供
給
不
足

と
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問

ル
セ
ン
タ
ー
に
電
話
を
か
け

て
こ
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
国

が
想
定
す
る
自
家
用
車
活
用

の
お
客
様
の
ご
利
用
が
あ
り

ま
し
た
。
一
時
間
当
た
り
の

乗
車
数
は
１
・
５
組
で
す
。

ア
ル
バ
イ
ト
の
採
用
も
順
調

に
進
ん
で
お
り
、
語
学
能
力

を
活
か
せ
る
仕
事
と
い
う
点

が
学
生
の
方
に
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

タ
ク
シ
ー
不
足
の
解
消
に

寄
与
し
て
い
る
の
か
と
言
え

ば
、
確
か
に
夕
方
に
運
行
す

る
の
は
弊
社
の
よ
う
な
昼
勤

と
夜
勤
の
二
交
代
制
を
と
る

タ
ク
シ
ー
会
社
に
と
っ
て
は

交
代
時
間
に
営
業
所
に
回
送

す
る
た
め
街
中
に
空
車
車
両

が
少
な
く
な
る
の
で
、
そ
の

時
間
帯
を
カ
バ
ー
す
る
と
い

う
面
で
は
評
価
で
き
る
の
で

す
が
、
如
何
せ
ん
利
用
者
が

い
ま
の
と
こ
ろ
ほ
ぼ
外
国
人

観
光
客
の
方
と
思
わ
れ
る
の

で
、
既
存
の
弊
社
の
お
客
様

に
対
し
て
貢
献
で
き
て
い
る

の
か
と
言
え
ば
判
断
し
が
た

い
も
の
で
す
。
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
ア

プ
リ
で
通
常
の
タ
ク
シ
ー
も

呼
べ
ま
す
の
で
、
外
国
人
観

光
客
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
自
家

用
車
活
用
事
業
の
車
両
に
当

た
っ
て
い
る
と
考
え
れ
ば
、

間
接
的
に
は
タ
ク
シ
ー
不
足

の
解
消
に
貢
献
し
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
で
利
用
者
の
足
を
守
る
こ

と
が
出
来
る
か
に
つ
い
て
所

感
を
申
し
上
げ
ま
す
。

シ
ー
ズ
ン
か
ら
途
絶
え
る
こ

と
な
く
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
旅

行
者
で
賑
わ
い
を
み
せ
て
い

ま
す
。
大
阪
・
関
西
万
博
ま

で
あ
と
10
ヵ
月
を
切
り
、
ま

題
の
解
決
の
た
め
特
に
東
京

や
京
都
と
い
っ
た
都
市
圏
や

観
光
地
で
は
道
路
運
送
法
第

78
条
の
３
に
よ
る
自
家
用
車

活
用
事
業
（
日
本
版
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
）
が
本
年
４
月
か
ら

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
Ｍ
Ｋ
も

京
都
で
開
始
し
３
ヵ
月
近
く

に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
先
の

東
京
か
ら
地
方
運
輸
局
や

自
治
体
に
権
限
移
譲
を

利
用
者
は
訪
日
外
国
人

４
５
０
０
組
を
送
迎

日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

開
始
か
ら
３
ヵ
月

（
２
面
に
つ
づ
く
）

	 2面	 MKハートラス会	チャリティ活動にご理解いただく
	４面	 メルセデス・ベンツ「EQE」をタクシー車両として日本初導入
	８面	 MKが中高生の京都検定チャレンジを応援
	12面	 広がるチャリティの輪	寄贈先の施設を訪問

今号のトピックス

新規会員募集中



第933号2024年（令和６年） 7 月 1 日 M K 新 聞 （ 2 ）

挨
拶
と
業
績
報
告
が
あ
り
、

続
い
て
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
タ

イ
ヤ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ジ

ャ
パ
ン
株
式
会
社
担
当
本

部
長
・
西
中
真
也
様
を
議

長
と
し
て
総
会
の
議
事
進

行
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
事
で
は
「
事
業
報
告
・

収
支
決
算
報
告
」、「
役
員

選
任
」、「
２
０
２
４
年
度

事
業
計
画
・
予
算
案
承
認
」

の
３
議
案
が
審
議
さ
れ
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

　

総
会
後
は
会
員
同
士
の
親

睦
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

懇
親
会
を
開
催
。
Ａ
Ｉ
Ｇ
損

害
保
険
株
式
会
社
執
行
役
員

関
西
地
域
事
業
本
部
長
・
新

垣
嘉
章
様
に
ご
挨
拶
、
日
産

自
動
車
販
売
株
式
会
社
代
表

取
締
役
社
長
・
須
山
義
弘
様

に
乾
杯
の
音
頭
を
お
取
り
い

た
だ
き
ま
し
た
。
懇
親
会
で

は
、
Ｍ
Ｋ
の
最
近
の
活
動
を

報
告
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ハ
ー
ト
ラ
ス
会

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
事
業
の
ひ
と

つ
で
あ
る
「
第
17
回
Ｍ
Ｋ
チ

ャ
リ
テ
ィ
カ
ッ
プ
」
の
案
内

が
な
さ
れ
、
公
益
社
団
法
人

日
本
プ
ロ
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会

会
長
谷
口
健
様
、
副
会
長
の

姫
路
麗
様
よ
り
ご
挨
拶
を
頂

戴
い
た
し
ま
し
た
。

　

Ｍ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
で
は
今
後

も
当
会
を
通
じ
て
一
層
強
固

な
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
を
築
き
、

各
種
事
業
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
活

動
を
通
じ
て
障
が
い
者
の
支

援
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
会
員
の
皆
様
や
お
客

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
当

会
の
意
義
を
ご
理
解
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

し
た
。
役
員
選
任
の
議
案
で

は
、
役
員
会
社
の
人
事
変
更

に
伴
い
、
２
０
１
８
年
か
ら

６
年
に
わ
た
り
当
会
会
長
を

務
め
ら
れ
た
西
中
様
が
退
任

さ
れ
、
新
会
長
に
ブ
リ
ヂ
ス

　

去
る
５
月
31
日
、
ハ
イ
ア

ッ
ト 

リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー 

京

都
に
て
「
Ｍ
Ｋ
ハ
ー
ト
ラ
ス

会
第
13
回
定
期
総
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｍ
Ｋ
ハ
ー
ト
ラ
ス
会
は
、

Ｍ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
の
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
会
員
各

社
相
互
の
親
睦
と
情
報
交
換
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
活
動
お
よ
び
Ｍ

Ｋ
グ
ル
ー
プ
の
事
業
へ
の
支

援
を
目
的
に
平
成
22
年
５
月

に
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
96

社
の
会
員
企
業
の
う
ち
、
本

総
会
に
は
74
社
１
２
６
名
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で

は
、
ま
ず
Ｍ
Ｋ
の
新
入
社
員
・

職
員
に
よ
る
「
セ
レ
モ
ニ
ー
」

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、

当
会
代
表
で
あ
る
弊
社
社
長

の
青
木
信
明
に
よ
る
開
会
の

ト
ン
タ
イ
ヤ
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

執
行
役
員
京
滋
地
区
本
部

長
・
武
市
誠
也
様
が
会
長

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
１
面
よ
り
つ
づ
き
）

　

で
は
自
家
用
車
活
用
事
業

が
タ
ク
シ
ー
不
足
の
解
決
策

に
な
る
の
か
と
言
え
ば
、
い

ま
の
制
度
の
ま
ま
で
は
解
決

に
は
な
ら
ず
、
抜
本
的
な
改

善
を
望
む
の
で
あ
れ
ば
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
の
フ
ル
オ
ー
プ
ン

し
か
な
い
の
で
は
と
考
え
ま

す
。
さ
ら
に
は
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
と
の
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ

ン
グ
で
タ
ク
シ
ー
の
規
制
緩

和
だ
け
で
も
改
善
は
出
来
ま

せ
ん
。
行
き
つ
く
先
は
人
材

の
確
保
競
争
で
あ
り
、
タ
ク

シ
ー
業
界
の
み
な
ら
ず
あ
ら

ゆ
る
業
種
が
同
じ
マ
ー
ケ
ッ

ト
内
で
人
材
の
奪
い
合
い
と

な
り
、
よ
り
所
得
の
高
い
方

へ
人
は
流
れ
、
市
場
の
原
理

が
働
い
て
タ
ク
シ
ー
人
材
マ

ー
ケ
ッ
ト
か
ら
の
流
出
が
相

当
起
こ
る
で
し
ょ
う
。

　

タ
ク
シ
ー
は
中
期
的
に
は

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
へ
と
主
役
が

移
り
変
わ
り
、
な
か
に
は
プ

ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
が
い
い
と
い

う
利
用
者
も
一
定
数
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
長
期

的
に
は
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
も
ま

た
完
全
自
動
運
転
車
両
へ
と

主
役
の
座
が
移
り
変
わ
り
ま

す
。
タ
ク
シ
ー
事
業
の
運
送

原
価
は
７
～
８
割
が
人
件
費

事
業
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
「
ツ

ー
リ
ス
ト
」な
の
か「
地
域
の

タ
ク
シ
ー
を
必
要
と
す
る
利

用
者
」な
の
か
の
違
い
が
表
れ

ま
す
。
ア
プ
リ
や
流
し
利
用

や
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
を
使
う

ツ
ー
リ
ス
ト
と
、
高
齢
者
を

中
心
と
し
た
電
話
注
文
を
す

る
地
元
の
お
客
様
と
の
利
用

形
態
の
違
い
に
つ
い
て
、
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
な

で
あ
る
た
め
人
が
い
な
く
な

れ
ば
運
賃
は
一
気
に
下
が
り
、

路
線
バ
ス
並
み
の
料
金
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

Ｍ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
は
そ
の
よ

う
な
な
か
で
人
が
接
客
す
る

こ
と
で
付
加
価
値
を
生
み
出

す
ハ
イ
ヤ
ー
・
チ
ャ
ー
タ
ー

事
業
に
軸
足
を
移
し
て
い

き
、
ハ
イ
ヤ
ー
事
業
に
よ
る

収
益
で
縮
小
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
二
点
間
輸
送
を
担
う
タ

ク
シ
ー
部
門
を
維
持
し
つ

つ
、
新
興
の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

も
自
社
で
取
り
組
め
る
よ
う

に
経
験
を
積
む
、
こ
れ
が
思

い
描
く
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
の

で
す
。
タ
ク
シ
ー
会
社
は
社

会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
供
給
義

務
を
持
っ
て
お
り
、
い
ま
自

家
用
車
活
用
事
業
を
手
掛
け

る
理
由
は
将
来
に
向
け
て
ノ

ウ
ハ
ウ
を
お
さ
え
て
お
く
た

め
で
す
。

　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
全
面
解
禁

に
向
け
た
議
論
は
い
っ
た
ん

先
送
り
に
な
り
ま
し
た
が
、

タ
ク
シ
ー
不
足
の
現
状
認
識

と
相
矛
盾
す
る
規
制
で
あ
る

改
正
タ
ク
シ
ー
特
措
法
に
よ

る
準
特
定
地
域
が
い
よ
い
よ

全
国
的
に
解
除
さ
れ
る
の
で

は
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
自
ら
が

タ
ク
シ
ー
会
社
の
事
業
許
可

を
取
得
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
か
つ
て
な
い
大
き
な
変

革
が
タ
ク
シ
ー
業
界
を
揺
り

動
か
す
で
し
ょ
う
が
、
こ
こ

が
正
念
場
と
見
据
え
て
変
化

へ
の
適
応
と
利
用
者
利
便
向

上
の
た
め
基
本
を
徹
底
す
る

こ
と
、
こ
の
二
つ
の
路
線
で

事
業
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
議
論
が
大

手
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
や

国
土
交
通
省
を
中
心
に
議
論

さ
れ
て
き
た
、
東
京
先
行
型

で
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｍ
Ｋ
で
は
電
話
で
も
自
家
用

車
活
用
事
業
を
注
文
で
き
る

環
境
を
整
え
る
た
め
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
の
仕
組
み
を
提

供
す
る
会
社
で
あ
る
電
脳
交

通
と
準
備
を
始
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
言
う
と
私
自
身
の

想
像
が
追
い
付
い
て
い
ま
せ

ん
が
、
公
共
交
通
の
担
い
手

が
減
少
す
る
地
方
や
過
疎
地

域
で
は
道
路
運
送
法
第
78
条

の
２
に
基
づ
く
「
自
家
用
有

償
旅
客
運
送
制
度
」
を
活
用

し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ベ
ー
ス
だ

っ
た
も
の
が
、
タ
ク
シ
ー
運

賃
の
８
割
程
度
ま
で
料
金
を

受
け
取
れ
る
よ
う
に
し
て
成

り
手
を
確
保
し
、
一
方
で
タ

ク
シ
ー
会
社
の
存
続
も
出
来

る
よ
う
懸
命
に
バ
ラ
ン
ス
を

と
っ
て
地
域
の
移
動
の
足
を

守
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

国
土
交
通
省
が
一
元
管
理
す

る
こ
と
が
限
界
を
迎
え
て
お

り
、
各
地
方
運
輸
局
や
自
治

体
レ
ベ
ル
に
も
っ
と
権
限
を

委
譲
し
、
地
域
間
格
差
の
大

き
さ
を
理
解
し
、
東
京
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
で
の
考
え
を
脱
却

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
取
組
み

供
給
義
務
を
果
た
す

会場の様子会場の様子

２
０
１
８
年
か
ら
６
年
に
わ

た
り
会
長
を
務
め
ら
れ
た
西

中
様
に
花
束
贈
呈

−第13回−

定期総会開催
～チャリティ活動にご理解いただく～

新会長・武市誠也様新会長・武市誠也様

Ｍ
Ｋ
ハ
イ
ヤ
ー
商
品
案
内
ペ
ー
ジ

自
家
用
車
活
用
事
業
紹
介
ペ
ー
ジ



第933号 2024年（令和６年） 7 月 1 日M K 新 聞（ 3 ）
【
作
り
方
】

❶
初
め
に
豚
こ
ま
肉
は
一
口

大
に
、
し
め
じ
は
横
半
分
に

カ
ッ
ト
、
玉
ね
ぎ
は
薄
く
ス

ラ
イ
ス
、
に
ん
に
く
は
み
じ

ん
切
り
に
し
ま
す
。

❷
フ
ラ
イ
パ
ン
に
少
量
の
サ

ラ
ダ
油
を
引
き
、
玉
ね
ぎ
と

に
ん
に
く
を
炒
め
て
し
ん
な

り
し
た
ら
豚
こ
ま
肉
と
し
め

じ
を
加
え
て
中
火
で
炒
め
ま

す
。

❸
全
体
に
火
が
通
っ
た
ら
、

ト
マ
ト
缶
、
コ
ン
ソ
メ
ス
ー

プ
の
素
、
こ
い
く
ち
醤
油
、

砂
糖
を
入
れ
て
５
分
ほ
ど
煮

込
み
、
塩
こ
し
ょ
う
で
味
を

調
整
し
ま
す
（
後
で
チ
ー
ズ

を
か
け
て
焼
く
の
で
塩
味
は

控
え
め
に
）。

❹
粒
コ
ー
ン
と
ご
飯
を
混
ぜ

て
お
き
、
グ
ラ
タ
ン
皿
に
敷

き
詰
め
ま
す
。

❺
そ
の
上
に
煮
込
ん
だ
③
、

チ
ー
ズ
を
か
け
て
１
７
０
度

の
オ
ー
ブ
ン
（
も
し
く
は
オ

ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー
）
で
色

よ
く
焼
き
上
げ
ま
す
。

❻
仕
上
げ
に
パ
セ
リ
を
振
っ

た
ら
完
成
で
す
。

ポークとトマトの
ドリア

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••リーガロイヤルホテル京都 情報
リーガロイヤルホテル京都での想い出をシェアして
レストラン食事券を当てよう！

『【開業55周年記念】
Instagramフォト投稿キャンペーン』 実施
　開業55周年を記念し行われる本キャンペーンは、2024年5月1日（水）からキャ
ンペーン終了の9月30日（月）までの期間中にホテル内で撮影した想い出の写真
に、ハッシュタグ「#55周年プレゼントキャンペーン」と「#リーガロイヤル
ホテル京都」を付けて投稿いただいた方の中から抽選で、5組10名様に館内の
多彩なレストラン食事券が当たるInstagramキャンペーンです。

【応募受付期間】 受付中～2024年9月30日（月）
【景品内容】
▪A賞： 懐石フランス料理 グルマン橘「ペアディナー券」 （20,240円相当）

［1組2名様］
▪B賞： 中国料理 皇家龍鳳「ペアディナー券」 （17,710円相当）［1組2名様］
▪C賞： オールデイダイニング カザ「ペアディナービュッフェ券」 （14,168円相当）

［1組2名様］
▪D賞： 鉄板焼 葵「ペアランチ券」 （13,662円相当）［1組2名様］
▪E賞： フレンチダイニング トップ オブ キョウト「ペアランチ券」 （12,650円相当）

［1組2名様］
※賞品はお選びいただけませんので、予めご了承ください。

【当選発表】
当選者にはInstagramのダイレクトメッセージで連絡いたします。
※当選者通知：2024年10月上旬予定。

材料（4人前）

豚こま肉	 300g
しめじ	 1パック
玉ねぎ	 1個
にんにく	 2分の1片
サラダ油	 適量	
塩、こしょう	 少々	
	
ダイストマト缶（カットトマト缶）	 1缶
コンソメスープの素	 1個（4g）
こいくち醤油	 5cc
砂糖	 5g	
	
粒コーン缶	 1缶
ご飯（炊いたもの）	 400g
チーズ	 適量（お好みで）
パセリ（乾燥瓶タイプのもの）	 適量

バックナンバー
公開中

宴会ホットシェフ

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
光

る
君
へ
』
に
つ
い
て
記
し
た

前
回
に
続
き
、
源
氏
物
語
関

連
の
話
題
を
も
う
一
つ
。

　

臨
床
心
理
家
の
河
合
隼
雄

が
『
紫
マ
ン
ダ
ラ 

源
氏
物

語
の
構
図
』（
二
〇
〇
〇
年
、

小
学
館
。
現
在
は
岩
波
現
代

文
庫
『
源
氏
物
語
と
日
本
人 

紫
マ
ン
ダ
ラ
』）
と
い
う
論

考
を
世
に
問
う
た
と
き
、「
待

っ
て
ま
し
た
」
と
ば
か
り
に

読
ん
だ
。

　

そ
の
前
年
、『
源
氏
研
究
』

と
い
う
専
門
誌
の
座
談
会
に

彼
が
ゲ
ス
ト
で
参
加
し
て
い

た
。
そ
の
記
事
が
と
て
も
お

も
し
ろ
か
っ
た
の
と
、
そ
こ

で
既
に
「
紫
マ
ン
ダ
ラ
」
と

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
と
構
想
に

つ
い
て
言
及
し
て
い
て
、
河

合
隼
雄
と
源
氏
物
語
と
い
う

う
れ
し
い
組
み
合
わ
せ
に
、

早
期
の
上
梓
を
期
待
し
て
い

た
の
だ
。

　

私
の
理
解
で
は
、
概
略
は

以
下
の
通
り
。

　

世
を
憂
う
紫
式
部
は
自
ら

物
語
を
創
造
し
、
そ
の
物
語

を
生
き
た
。
登
場
す
る
女
性

た
ち
は
彼
女
の
分
身
。
光
源

氏
は
、
様
々
な
女
性
像
を
引

き
出
す
た
め
に
立
ち
ま
わ
る

玉
虫
色
で
空
疎
な
存
在
に
過

ぎ
な
い
。

　

紫
式
部
は
光
源
氏
を
消
し

去
っ
た
後
の
世
界
―
―
宇
治

十
帖
で
、
そ
れ
ま
で
の
男
女

関
係
を
超
越
し
た
個
と
し
て

の
女
性
像
を
描
く
に
至
る
。

　

登
場
人
物
の
女
性
た
ち
を

母
、
妻
、
娘
、
娼
と
い
う
光

源
氏
を
中
心
と
し
た
関
係
に

よ
っ
て
マ
ン
ダ
ラ
に
配
置
し

た
り
、
光
源
氏
の
邸
宅
で
あ

る
六
条
院
は
四
季
を
象
徴
す

る
区
画
で
構
成
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
を
マ
ン
ダ
ラ
と
し

て
見
立
て
る
な
ど
、
源
氏
物

語
の
構
図
を
重
層
的
に
示
し

て
絵
解
き
す
る
試
み
。

　
「
源
氏
物
語
は
光
源
氏
で

は
な
く
、
紫
式
部
自
身
の
物

語
」「
登
場
人
物
の
女
性
た

ち
は
彼
女
の
分
身
」
と
ひ
と

こ
と
で
言
っ
て
し
ま
う
と
、

別
に
目
新
し
い
観
点
で
は
な

い
と
思
う
人
が
い
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
そ
れ
は
結
論
で

は
な
く
端
緒
。

　

源
氏
物
語
を
あ
る
機
会
に

精
読
し
て
い
た
際
、
興
奮
し

て
夜
も
寝
ら
れ
な
か
っ
た
と

い
う
河
合
隼
雄
が
千
年
前
の

物
語
に
垣
間
見
た
、
日
本
社

会
を
生
き
る
た
め
の
ビ
ジ
ョ

ン
と
は
？

　

そ
れ
は
、
ど
う
ぞ
本
書
を

お
読
み
く
だ
さ
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
彼
が
文
化
庁

長
官
在
任
中
の
二
〇
〇
四

年
、
行
政
長
官
と
し
て
の
仕

事
に
つ
い
て
取
材
を
す
る
機

会
が
あ
っ
た
。
文
化
庁
京
都

移
転
の
準
備
段
階
の
さ
ら
に

前
段
と
し
て
、
就
任
時
に
京

都
国
立
博
物
館
内
に
長
官
室

分
室
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
一
時
間
ほ
ど
お
話

を
伺
っ
た
な
か
で
、
最
も
印

象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
河

合
隼
雄
さ
ん
が
相
槌
を
打
た

れ
て
い
た
様
子
だ
。

　

私
が
質
問
の
意
図
や
背
景

を
前
振
り
し
て
い
る
時
、
あ

る
い
は
彼
の
答
え
に
私
が
応

じ
て
展
開
し
て
い
る
時
、
幾

分
食
い
気
味
で
「
そ
う
、
そ

う
、
そ
う
」
と
、
終
始
と
て

も
楽
し
そ
う
な
表
情
で
う
な

づ
か
れ
て
い
た
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
い
る

の
は
私
な
の
に
、
ま
る
で
河

合
隼
雄
さ
ん
に
私
の
話
を
聴

い
て
い
た
だ
い
て
い
る
か
の

よ
う
に
感
じ
た
。

　

河
合
隼
雄
は
、
紫
式
部
の

言
葉
に
深
く
耳
を
傾
け
、
彼

女
の
、
ひ
い
て
は
日
本
社
会

に
お
け
る
女
性
の
、
そ
し
て

日
本
人
の
、
心
の
あ
り
よ
う

を
分
析
し
た
。

　

そ
れ
は
、
今
を
生
き
る
私

た
ち
が
自
身
を
ケ
ア
す
る
参

考
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

日
経
平
均
株
価
は
よ
う
や

く
三
十
数
年
前
の
水
準
ま
で

に
回
復
し
た
。
し
か
し
、
生

き
づ
ら
さ
を
嘆
く
声
は
増
す

ば
か
り
だ
。

　

紫
式
部
の
憂
い
は
、
千
年

の
時
を
経
て
ど
れ
ほ
ど
晴
れ

た
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

バックナンバー
公開中

　

東
京
都
杉
並
区
。
57
万
人

が
暮
ら
す
緑
豊
か
な
街
で
、

行
政
主
導
の
再
開
発
、
道
路

拡
張
、
施
設
再
編
計
画
が
進

ん
で
い
た
。
そ
ん
な
状
況
の

な
か
迎
え
た
２
０
２
２
年
６

月
の
杉
並
区
長
選
挙
。
住
民

た
ち
は
、
ひ
と
り
の
候
補
者

を
擁
立
す
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
暮
ら
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
職
員
と

し
て
世
界
の
自
治
体
に

お
け
る「
公
共
の
再
生
」

を
調
査
し
て
き
た
岸
本

聡
子
だ
。
地
縁
な
し
、

政
治
経
験
な
し
の
彼
女

の
相
手
は
３
期
12
年
続

く
現
職
区
長
。
し
か
も

岸
本
が
日
本
に
帰
国
し

た
の
は
投
票
日
２
ヵ
月

前
。
こ
こ
か
ら
岸
本
と

彼
女
を
擁
立
し
た
住
民

と
の
当
選
を
目
指
し
て

の
本
気
の
対
話
が
始
ま

る
。

◎
出
町
座

京
都
市
上
京
区
三
芳
町

１
３
３
（
出
町
桝
形
商

店
街
内
）

☎
０
７
５
・
２
０
３
・
９
８

６
２

☆
出
町
座
映
画
鑑
賞
券
（
令

和
６
年
８
月
31
日
ま
で
有
効
。

期
間
中
に
上
映
さ
れ
る
作
品

に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
）

を
１
組
２
名
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
！ 

11
面
プ
レ
ゼ
ン
ト
コ
ー

ナ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

映画◯月◯日、
� 区長になる女。

▼▼
４
３
２
４
３
２
▲▲

本本
だ
け
だ
け
眺眺
め
て
め
て

暮暮
ら
し
た
い

ら
し
た
い大

西　

信
夫

大
西　

信
夫

出
町
座
に
て

７
／
19
よ
り
公
開

©️2024 映画  ◯月◯日、区長になる女。製作委員会

ＭＫハイヤー・貸切のご用命は
京　都 (075)757-6212
東　京 (03)5547-5557
名古屋 (052)912-5757
滋　賀 (077)531-2001

札　幌 (011)860-4141
大　阪
神　戸 (06)6562

-5489

福　岡 (092)713-5588
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Ｍ
Ｋ
で
は
、
６
月
５
日
に

タ
ク
シ
ー
車
両
と
し
て
メ
ル

セ
デ
ス
・
ベ
ン
ツ
「
Ｅ
Ｑ
Ｅ
」

を
導
入
い
た
し
ま
し
た
。

　

メ
ル
セ
デ
ス
・
ベ
ン
ツ「
Ｅ

Ｑ
Ｅ
」
は
メ
ル
セ
デ
ス
・
ベ

ン
ツ
の
エ
ン
ジ
ン
車
の
「
Ｅ

ク
ラ
ス
」
に
相
当
す
る
ミ
ッ

　

今
年
度
Ｍ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
で

は
、
64
名
の
新
卒
ド
ラ
イ
バ

ー
候
補
生
を
採
用
し
、
京
都

Ｍ
Ｋ
に
も
18
名
の
候
補
生
が

入
社
し
ま
し
た
。
京
都
Ｍ
Ｋ

で
は
第
一
陣
と
し
て
14
名
の

新
卒
ド
ラ
イ
バ
ー
を
送
り
出

す
こ
と
と
な
り
、５
月
16
日
、

Ｗ
「
ｉ
Ｘ
」、ヒ
ョ
ン
デ
「
Ｉ

Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｑ
５
」、「
Ｋ
Ｏ
Ｎ

Ａ
」、
日
産
「
ア
リ
ア
」、「
サ

ク
ラ
」、「
リ
ー
フ
」。
ハ
イ

ヤ
ー
で
は
、Ｂ
Ｍ
Ｗ「
ｉ
７
」、

ト
ヨ
タ
「
ク
ラ
ウ
ン
セ
ダ
ン 

Ｆ
Ｃ
Ｅ
Ｖ
」
を
導
入
し
て
お

の
取
り
組
み
と
「
２
０
２
５

年
ま
で
に
全
体
の
30
％
を
Ｚ

Ｅ
Ｖ
化
」、「
２
０
３
０
年
ま

で
に
全
車
Ｚ
Ｅ
Ｖ
化
」
に
向

け
て
、
車
両
の
導
入
を
進
め

る
と
と
も
に
安
全
な
車
内
空

間
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

の
占
め
る
割
合
が
多
い
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は

Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
を
利
用
し
な
が
ら

Ｍ
Ｋ
の
お
客
様
を
守
っ
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
車
両
美
化

と
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
姿
で

臨
ん
で
く
だ
さ
い
。
安
全
に

心
が
け
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
の
激
励
の
言
葉
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
14

ド
サ
イ
ズ
の
セ
ダ
ン
で
す
。

「
ワ
ン
・
ボ
ウ
」（
弓
）
と
呼

ば
れ
る
シ
ル
エ
ッ
ト
デ
ザ
イ

ン
が
未
来
を
感
じ
さ
せ
ま

す
。
ま
た
、
メ
ル
セ
デ
ス
初

の
Ｅ
Ｖ
専
用
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
「
Ｅ
Ｖ
Ａ
２
」
を
搭
載

し
て
い
ま
す
。
専
用
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
用
い
る
こ
と

に
よ
り
、
車
内
空
間
を
広
く

取
る
こ
と
が
で
き
、
快
適
性

が
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
「
Ｅ
Ｑ
Ｅ
」
は
、
高
性
能

な
フ
ィ
ル
タ
ー
を
搭
載
し
て

お
り
、微
細
な
埃
や
微
粒
子
、

ウ
イ
ル
ス
を
除
去
。
ま
た
、

エ
ア
コ
ン
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ

て
常
に
車
内
外
を
モ
ニ
タ
ー

し
、
良
好
な
空
気
環
境
を
確

保
し
ま
す
。
電
気
自
動
車
な

ら
で
は
の
優
れ
た
静
粛
性
と

と
も
に
快
適
な
移
動
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

上
賀
茂
営
業
所
に
て
第
32
期

ト
ラ
ベ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
出
陣
式
を
執
り
行
い
ま
し

た
。

　

式
で
は
乗
務
を
開
始
す
る

14
名
の
新
入
社
員
を
代
表
し

て
齋
藤
花
延
社
員
の
先
導
に

よ
る
セ
レ
モ
ニ
ー
（
社
歌
斉

唱
や
「
私
た
ち
の
信
念
」
唱

和
な
ど
）
を
披
露
し
、ま
た
、

高
橋
佐
歩
社
員
が
宣
誓
を
し

て
た
く
ま
し
い
姿
を
見
せ
ま

し
た
。
Ｍ
Ｋ
㈱
代
表
取
締
役

社
長
の
前
川
博
司
か
ら
は
、

「
タ
ク
シ
ー
は
今
、
変
革
期

に
来
て
い
ま
す
。
約
30
年
前

り
ま
す
。

　

ま
た
、
３
月

に
は
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ

Ｓ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
株
式
会

社
と
ア
メ
リ
カ

の
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
企
業
の
ａ

ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
社
と

共
同
で
バ
ッ
テ

リ
ー
交
換
式
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の

実
証
実
験
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

Ｍ
Ｋ
で
は
今

後
も
脱
炭
素
へ

名
は
タ
ク
シ
ー
車
両
に
乗
り

込
み
、
役
員
・
幹
部
職
員
ら

に
見
送
ら
れ
な
が
ら
、
営
業

に
向
け
て
出
陣
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
Ｍ
Ｋ
は
、
新
卒
ド

ラ
イ
バ
ー
を
「
世
界
に
誇
れ

る
フ
ァ
ー
ス
ト
ハ
イ
ヤ
ー
」

へ
と
育
て
る
た
め
、
全
社
一

丸
と
な
っ
て
指
導
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。

メ
ー
タ
ー
運
賃

　

初
乗
運
賃
１
㎞
ご
と
５
０

０
円
、
加
算
運
賃
２
７
９
ｍ

ご
と
に
１
０
０
円
、
遠
距
離

割
引
５
千
円
超
分
３
割
引
、

車
種
指
定
料
金
２
千
円

貸
切
料
金

　

３
時
間 

１
万
６
７
５
０

円
。
以
降
30
分
ご
と
に
２
９

５
０
円

　

２
０
２
４
年
５
月
末
現
在

で
Ｍ
Ｋ
の
登
録
済
み
の
Ｚ
Ｅ

Ｖ
車
両
は
１
８
２
台
で
す
。

２
０
２
３
年
度
の
Ｅ
Ｖ
保
有

台
数
84
台
か
ら
大
幅
に
増
加

し
、
導
入
率
は
22
％
と
な
り

ま
し
た
。
導
入
車
両
は
、
タ

ク
シ
ー
で
は
、メ
ル
セ
デ
ス
・

ベ
ン
ツ
「
Ｅ
Ｑ
Ｅ
」、
Ｂ
Ｍ

に
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
が
セ
ル
フ
に
な

り
、
人
員
が
減
り
ま

し
た
。
４
月
か
ら
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
が
始
ま

り
、
す
で
に
た
く
さ

ん
の
お
客
様
に
ご
乗

車
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
タ
ク
シ
ー
に

は
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
と
同
じ
変
革
期
が

来
て
い
る
気
が
し
ま

す
。
ま
た
、
ア
メ
リ

カ
で
は
一
般
の
タ
ク

シ
ー
よ
り
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ

ト
ラ
ベ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

�

出
陣
式

２
０
２
４
年
度
第
32
期

原点を胸に、夢に向かって、おもてなしの現場へ！原点を胸に、夢に向かって、おもてなしの現場へ！

高橋社員による力強い宣誓高橋社員による力強い宣誓

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

メルセデス・ベンツ「EQE」を
タクシー車両として
日本初導入

メルセデス・ベンツ「EQE」

Ｍ
Ｋ
の
Ｚ
Ｅ
Ｖ
車
両
は

１
８
２
台

今
後
も
続
々
導
入
予
定

〒604-8152
京都市中京区烏丸錦小路上る
手洗水町659番地 烏丸中央ビル８階
TEL 075-213-8228　FAX 075-221-8290

http://www.yaenosato.com
E-mail:info@yaenosato.com

Tel : 078-576-5001（代表）

松
田
産
業
株
式
会
社

松
田　

宗

代
表
取
締
役京

都
市
左
京
区
聖
護
院
山
王
町
16

電　

話
七
五
一
―
八
八
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
七
五
一
―
八
八
八
七

東京営業所　〒108-0014
東京都港区芝 5-13-15 芝三田森ビル 7F
TEL 03-3456-1157　FAX 03-3456-1158

本社　〒540-6591
大阪市中央区大手前 1-7-31 OMM18F
TEL 06-6948-8011　FAX 06-6498-8012

（順不同）

暑中お見舞い申し上げます  令和６年７月

MK新聞定期購読は
☎075-555-3186
press@mk-group.co.jp

お気軽にお問合せください

株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

京
都
市
中
京
区
烏
丸
通
六
角
上
ル

電
話
０
７
５･

２
２
１･

４
０
０
０

松
井　

雄

公　

益　

社
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古
典
舞
踊
の
大
切
な
部
分

を
失
う
こ
と
な
く
受
け
継

ぎ
、
京
都
ら
し
い
風
情
を
盛

り
込
み
な
が
ら
、
新
た
な
空

気
を
取
り
入
れ
、
日
本
舞
踊

の
魅
力
を
も
っ
と
身
近
に
も

っ
と
親
し
み
や
す
く
、
よ
り

多
く
の
方
に
お
伝
え
し
た
い

と
い
う
想
い
の
も
と
、
２
０

０
６
年
に
創
流
さ
れ
た
日
本

舞
踊
・
春
乃
流
。

　

今
回
は
、
日
本
舞
踊 

春
乃

流
門
下
一
同
が
、
日
頃
の
稽

古
の
成
果
を
披
露
い
た
し
ま

す
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
演
目
の
見

ど
こ
ろ
、
解
説
と
と
も
に
ぜ

ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
：
７
月
７
日
（
日
）

開
場　

午
後
１
時
30
分

開
演　

午
後
２
時

場
所
：
京
都
府
立
文
化
芸
術

会
館 

３
階
和
室
（「
府
立
医

大
病
院
前
」
バ
ス
停
下
車
す

ぐ
）

入
場
料
：
１
０
０
０ 

円
（
入

退
場
自
由
）

観
覧
の
お
申
し
込
み
・
お
問

合
せ
：
春
乃
流　

☎
０
９
０
・

３
２
８
６
・
９
４
７
８

　

Ｍ
Ｋ
で
は
平
成
４
年
か

ら
海
外
研
修
制
度
を
開
始

し
、
現
在
も
継
続
し
て
い

ま
す
。
開
始
当
初
は
、
毎

年
数
名
を
１
ヵ
月
間
イ
ギ

リ
ス
へ
語
学
研
修
に
派
遣

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
現

在
で
は
よ
り
各
人
の
レ
ベ

ル
に
応
じ
て
コ
ー
ス
を
設

定
し
、
派
遣
を
行
っ
て
い

ま
す
。

の
体
験
で
、
た
だ
神

社
仏
閣
の
勉
強
を
す

る
だ
け
で
は
観
光
案

内
が
で
き
る
と
は
言

え
な
い
な
と
も
実
感

い
た
し
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
日
常
会
話

が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き

る
よ
う
に
、
ま
た
、

海
外
の
方
は
ど
の
よ

う
な
も
の
に
興
味
を

示
す
の
か
を
実
際
に

見
て
体
験
し
て
知
り

た
い
と
思
い
、
こ
の

海
外
研
修
へ
の
参
加

　

今
回
の
社
内
審
査
に
合
格

し
た
の
は
２
名
。
ハ
イ
ヤ
ー

課
の
宮
浦
里
穂
社
員
・
藤
原

歩
美
社
員
が
、
イ
ギ
リ
ス
に

３
ヵ
月
間
滞
在
し
ま
す
。

　

去
る
５
月
30
日
に
京
都
Ｍ

Ｋ
㈱
山
科
営
業
所
で
「
第
38

回
海
外
研
修
出
発
式
」
を
行

い
ま
し
た
。

を
決
め
ま
し
た
。

藤
原
：
現
在
の
配
車
は
海
外

の
お
客
様
の
送
迎
や
貸
切
が

ほ
と
ん
ど
で
、
む
し
ろ
日
本

人
の
お
客
様
が
珍
し
い
く
ら

い
で
す
。
ハ
イ
ヤ
ー
の
金
額

も
ど
ん
ど
ん
上
が
り
、
こ
れ

か
ら
も
さ
ら
に
海
外
の
お
客

様
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
状
況

で
、
私
は
英
語
を
学
ぶ
こ
と

が
最
重
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

―
出
発
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
が
、
今
の
気
持
ち
は
？

宮
浦
：
海
外
で
の
語
学
学
習

に
多
少
の
不
安
は
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
以
上
に
期
待
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
期
待
と

は
、
海
外
で
語
学
を
学
べ
る

こ
と
、
ま
た
、
こ
の
研
修
を

通
し
て
成
長
し
た
自
分
が
ど

の
よ
う
に
こ
の
先
の
キ
ャ
リ

ア
を
変
え
て
い
け
る
か
、
よ

り
豊
か
に
で
き
る
か
、
へ
の

期
待
で
す
。

藤
原
：
留
学
経
験
者
よ
り
話

を
聞
き
、
１
ヵ
月
ほ
ど
前
か

ら
準
備
を
始
め
ま
し
た
。
そ

の
間
は
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま

し
て
い
ま
し
た
が
、
直
前
に

な
る
に
つ
れ
不
安
や
緊
張
が

高
ま
り
ま
し
た
。
私
自
身
、

留
学
が
初
め
て
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
現
地
で
の
不
安
よ

出
発
直
前
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

―
海
外
研
修
を
志
望
さ
れ
た

理
由
は
？

宮
浦
：
様
々
な
巡
り
合
わ
せ

が
あ
り
ま
す
が
、
一
つ
大
き

な
要
因
は
、
私
自
身
が
英
語

で
の
観
光
案
内
を
体
験
し
た

こ
と
で
す
。
初
め
て
一
人
で

２
日
間
観
光
案
内
し
た
中
で
、

日
々
勉
強
し
て
い
る
神
社
仏

閣
の
説
明
は
あ
る
程
度
で
き

ま
し
た
が
、
お
客
様
が
お
土

産
に
と
希
望
さ
れ
た
お
店
の

場
所
や
、
車
内
で
の
会
話
な

ど
、
神
社
仏
閣
以
外
の
会
話

が
ま
だ
ま
だ
で
あ
る
と
実
感

い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

り
、
家
族
や
友
達
に
３
ヵ
月

会
え
な
い
こ
と
の
寂
し
さ
が

あ
り
ま
し
た
。

―
最
後
に
意
気
込
み
を
一
言

宮
浦
：
私
は
こ
の
研
修
が
こ

の
先
、
自
分
が
変
化
で
き
る

一
つ
の
き
っ
か
け
で
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

海
外
研
修
中
で
は
、
積
極
的

に
英
語
を
喋
り
、
イ
ギ
リ
ス

文
化
に
触
れ
、
帰
国
後
の
自

分
に
活
か
せ
る
よ
う
な
生
活

を
３
ヵ
月
過
ご
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

藤
原
：
私
の
性
格
上
ホ
ー
ム

シ
ッ
ク
に
な
る
の
は
目
に
見

え
て
い
る
の
で
、
少
し
で
も

そ
の
気
持
ち
を
減
ら
す
た
め

に
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

た
く
さ
ん
会
話
を
し
た
り
、

学
校
で
も
た
く
さ
ん
友
達
を

作
っ
て
、
日
々
の
人
と
の
繋

が
り
を
大
事
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
英
語
を
勉
強

す
る
に
も
ま
ず
は
実
践
だ
と

思
う
の
で
、
そ
う
や
っ
て
人

と
の
や
り
取
り
を
積
極
的
に

行
う
こ
と
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、

積
極
的
に
外
に
出
て
、
文
化

に
触
れ
様
々
な
イ
ン
ス
ピ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
得
た
い
と
思
い

ま
す
。

Learning

　 about the hospitality

　　　  around the world

ＭＫ社員　海外研修へ

世界に通じる
「おもてなし」を学ぶ

第38回

••••••••••••••••••••••••••••••••

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

藤原歩美社員 宮浦里穂社員

積極的に挑戦したいと答え、帰国後の未来をも見据える
頼もしい２名。いざ、海外研修へ！

語学教育担当職員の語学教育担当職員の
 ブロケット先生（写真中央）と ブロケット先生（写真中央）と

春
乃
流
Ｈ
Ｐ
こ
ち
ら
も
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。

勉強会勉強会
春乃流春乃流

ゆかた会ゆかた会

　　暑中お見舞い申し上げます
令和６年７月

（順不同）

代表取締役

月の輪自動車教習所
〒520-2152
滋賀県大津市月輪1丁目6-1
TEL.077-545-2222（代）
FAX.077-545-2017
http://www.tsukinowa.co.jp

Toshifumi Maehara

前原 敏文

03-5542-0088
03-5542-0089

104-0031 東京都中央区京橋3-1-1
東京スクエアガーデン14階

代表取締役社長

林  秀 治
Shuji  Hayashi

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
タ
イ
ヤ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

近
畿
エ
リ
ア　

京
滋
地
区
本
部
長

執
行
役
員

　
　　

武　

市　

誠　

也

京
都
市
南
区
吉
祥
院
大
河
原
町
三
二
番
地

（
葛
野
大
路
八
条
下
ル
）

電
話
０
７
５
・
３
１
４
・
０
０
９
１（
代
表
）

〒
600
―
8090　

京
都
府
京
都
市
下
京
区

綾
小
路
通
烏
丸
東
入
竹
屋
之
町
266

電　

話（
０
７
５
）３
４
３
―
６
１
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
７
５
）３
４
３
―
６
１
８
９

京
都
支
店
長

大
江　
裕
之

白
髪  

憲
司

ブ
レ
ー
キ
の
パ
イ
オ
ニ
ア

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
（
３
８
５
８
）
５
５
９
４
（
代
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
８
８
４
）
４
６
２
０

﹇U
RL

﹈http://w
w
w
.sasga.co.jp

〒
121－
0062

ISO9001認証取得

株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

東
京
都
港
区
南
麻
布
一-

八-

二
二

TEL
0
3・3
4
5
2・0
1
5
1　

FAX
0
3・3
4
5
4・0
4
0
3

〒106
－0047http://w

w
w
.takeuchi-group.co.jp

武
内 

昭
一

武
内
工
業
所

武
内　

幸
子

サンブリッジグループ
株式会社サンブリッジ　株式会社サンリッチインターナショナル

〒654-0161　神戸市須磨区弥栄台1丁目10-3
SUNBRIDGE
TEL(078)797-6230 FAX(078)797-6231
SUNRICH
TEL(078)797-7570 FAX(078)797-7573
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ま
た
、
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
は
日
本
人
は
私
だ
け

で
、
他
の
留
学
生
は
サ
ウ

　

今
回
、
留
学
制
度
を
利
用

し
、
イ
ギ
リ
ス
の
ノ
リ
ッ
ジ

と
い
う
街
に
約
３
ヵ
月
、
留

学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
現
地
で
の
時
間
は
一
瞬

で
過
ぎ
て
い
き
、
名
残
惜
し

さ
も
あ
り
な
が
ら
の
帰
国
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
留
学
期
間
中
の
目
標

と
し
て
、
語
彙
力
の
向
上
、

異
文
化
理
解
を
深
め
る
と
い

う
２
点
を
目
標
と
し
て
設
定

し
ま
し
た
。
こ
の
２
つ
の
目

標
は
自
信
を
持
っ
て
達
成
で

き
た
と
言
え
ま
す
。

　

ま
ず
、
語
彙
力
の
向
上
の

為
に
、
日
々
の
授
業
で
積
極

的
に
質
問
す
る
こ
と
を
心
が

け
ま
し
た
。
期
間
中
は
他
の

留
学
生
が
少
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
１
ク
ラ
ス
５
人
ほ

ど
の
と
て
も
小
さ
い
ク
ラ
ス

で
し
た
。
そ
の
お
か
げ
も
あ

り
、
先
生
た
ち
と
の
距
離
も

近
く
、
他
の
留
学
生
た
ち
と

も
分
か
ら
な
い
こ
と
を
教
え

合
っ
た
り
と
、
確
実
に
英
語

力
、
特
に
語
彙
力
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

よ
う
と
声
を
か
け
合
い
、
11

時
か
ら
の
30
分
休
憩
で
は
、

一
緒
に
コ
ー
ヒ
ー
を
買
い
に

行
き
世
間
話
を
し
な
が
ら
楽

し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
最
終

日
に
は
、
全
員
と
ま
た
絶
対

会
お
う
と
約
束
し
ま
し
た
。

次
は
是
非
、
彼
ら
の
住
む
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
を
訪
れ
て
み

た
い
で
す
。

ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
と
の
時
間

　

お
世
話
に
な
っ
た
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
先
で
は
、
ホ
ス
ト
マ

ザ
ー
に
温
か
く
受
け
入
れ
て

い
た
だ
き
、
と
て
も
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

初
め
の
１
ヵ
月
は
ル
ー
ム
メ

ー
ト
も
い
ま
し
た
が
、
ル
ー

ム
メ
ー
ト
の
帰
国
後
は
マ
ザ

ー
と
２
人
で
生
活
し
ま
し
た
。

家
に
帰
る
と
い
つ
も
笑
顔
で

迎
え
て
い
た
だ
き
、
そ
の
日

の
出
来
事
な
ど
を
話
し
ま
し

た
。
夕
食
後
は
１
～
２
時
間

ほ
ど
雑
談
の
時
間
を
作
っ
て

く
だ
さ
り
、
日
本
の
文
化
の

話
や
、
日
々
の
出
来
事
な
ど

を
話
し
ま
し
た
。
マ
ザ
ー
に

も
多
く
の
表
現
方
法
を
教
え

て
い
た
だ
き
、
分
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
る
と
い
つ
も
親
切

に
教
え
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。

帰
国
日
に
は
「
ま
た
い
つ
で

も
帰
っ
て
き
て
」
と
声
を
か

け
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。
今

で
も
定
期
的
に
連
絡
を
取
っ

て
い
ま
す
し
、
次
に
会
え
る

日
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

週
末
の
楽
し
み

　

金
曜
日
は
午
前
中
で
授
業

が
終
わ
る
の
で
、
午
後
か
ら

は
ほ
ぼ
毎
週
の
よ
う
に
パ
ブ

に
飲
み
に
行
き
ま
し
た
。
特

に
語
学
学
校
の
ス
タ
ッ
フ
で

韓
国
出
身
の
友
人
と
は
よ
く

飲
み
に
行
き
、
と
て
も
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ノ
リ
ッ
ジ
以
外
に

も
ロ
ン
ド
ン
、
ス
イ
ス
、
イ

タ
リ
ア
に
も
行
き
ま
し
た
。

特
に
ス
イ
ス
に
は
友
人
が
住

ん
で
い
る
の
で
、
彼
ら
に
会

い
に
行
き
ま
し
た
。
彼
ら
と

の
出
会
い
は
５
年
前
の
学
生

時
代
の
留
学
で
し
た
が
、
そ

の
当
時
と
変
わ
ら
な
い
笑
顔

で
出
迎
え
て
く
れ
、
最

高
の
お
も
て
な
し
を
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
次

回
は
是
非
、
彼
ら
を
日

本
に
招
待
し
た
い
で
す
。

　

今
回
の
３
ヵ
月
間
の

留
学
で
、
留
学
前
に
立

て
た
目
標
達
成
以
外
に

も
、
英
語
を
使
う
楽
し

ジ
ア
ラ
ビ
ア
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
か
ら
の
留
学
生
で
し

た
。
日
本
で
は
な
か
な
か

関
わ
る
機
会
の
少
な
い
イ

ス
ラ
ム
教
の
方
た
ち
と
の

交
流
で
、
宗
教
へ
の
考
え

方
や
、
中
東
情
勢
に
つ
い

て
関
心
を
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

か
ら
の
留
学
生
は
、
現
在

起
こ
っ
て
い
る
悲
惨
な
出

来
事
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
勇
気
を
出
し
て
話

し
て
く
れ
た
友
人
の
お
か
げ

で
、
ニ
ュ
ー
ス
で
は
知
れ
な

い
本
当
に
起
こ
っ
て
い
る
現

状
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
し
、
彼
ら
の
お
か
げ
で
異

文
化
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

留
学
生
全
員
と
友
人
に

　

今
回
の
留
学
期
間
は
冬
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
先
程
述

べ
た
通
り
、
留
学
生
の
数
は

非
常
に
少
な
か
っ
た
で
す
。

た
だ
、
留
学
生
全
員
と
話
す

機
会
が
あ
り
、
毎
日
友
人
た

ち
と
話
す
の
が
楽
し
み
で
し

た
。
朝
会
え
ば
笑
顔
で
お
は

さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

今
後
の
業
務
に
お
い
て
も
英

語
を
使
う
機
会
が
さ
ら
に
増

え
る
と
思
い
ま
す
。
引
き
続

き
学
び
を
続
け
、
お
客
様
に

よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
よ
う
、
日
々
努
力
し

た
い
で
す
。
貴
重
な
経
験
を

積
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

−
−

−
−

−
−

−
−

−
−

−
−

−
−

−
−

　

平
成
４
年
に
始
ま
っ
た
Ｍ

Ｋ
の
海
外
研
修
。
第
37
期
と

な
る
今
回
は
、
ハ
イ
ヤ
ー
部

の
桂
伸
隆
社
員
・
荒
川
元
哉

社
員
、
伏
見
営
業
所
の
山
下

翔
社
員
、
山
科
営
業
所
の
村

島
浩
社
員
が
、
イ
ギ
リ
ス
で

３
ヵ
月
間
滞
在
し
ま
し
た
。

全
員
が
無
事
研
修
を
終
え
て

帰
国
し
ま
し
た
。

お
詫
び　

昨
年
11
月
号
か
ら

掲
載
の
第
35
期
海
外
研
修
レ

ポ
ー
ト
は
第
36
期
の
、
前
号

（
５
月
号
）掲
載
の
第
36
期
海

外
研
修
レ
ポ
ー
ト
①
は
第
37

期
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し

て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

英
語
漬
け
の
３
ヵ
月

荒
川　

元
哉　

社
員

ハ
イ
ヤ
ー
部

第
37
期
海
外
研
修
レ
ポ
ー
ト
②

お
世
話
に
な
っ
た

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と

ノリッジ大聖堂の見える高台での集合
写真

水の都ベネチア
日本では感じることのできない雰囲気でした

スイスでの１枚スイスでの１枚

ホストマザーとノリッジ最後の食事ホストマザーとノリッジ最後の食事

京都府京都市下京区五条通大宮南門前町480
AIG京都ビル〒600-8372
Tel 075-371-2111  Fax 075-341-4380

シートカバーリース・小型自動納金機

あ
ら
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
の
企
画
立
案
か
ら

各
種
印
刷
の
企
画・編
集・制
作
の
こ
と
な
ら

﹇
本　

社
﹈
〒
６
５
０
―
０
０
４
４

　
　
　
　
　

神
戸
市
中
央
区
東
川
崎
町
一
丁
目
五
番
七
号

　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
７
８
）
３
６
２
―
７
１
８
０（
代
）

　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
７
８
）
３
６
０
―
６
６
６
０

代
表
取
締
役
社
長　

金
元　

昌
弘

タ
イ
ヨ
ウ
セ
ン
イ
株
式
会
社

松
原
順
弘

代
表
取
締
役大

阪
府
和
泉
市
黒
鳥
町
一
丁
目
三
番
六
四
号

電　

話　

0
7
2
5
・
4
6
・
1
0
3
1

Ｆ
Ａ
Ｘ　

0
7
2
5
・
4
6
・
1
0
3
2

（順不同）

暑中お見舞い申し上げます
令和６年７月
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歩
き
な
れ
た
靴
と
動
き
や
す

い
服
装
で

　

西
国
三
十
三
所
の
巡
礼
地

は
「
修
行
の
地
」
で
も
あ
る

場
所
な
の
で
、
山
奥
や
整
備

り
ま
す
。
歩
き
な
れ
た
靴
と

動
き
や
す
い
服
装
で
、
体
調

管
理
を
万
全
に
し
て
挑
み
ま

し
ょ
う
。

気
分
が
高
ま
る
正
式
な
笈
摺

（
お
い
ず
る
）

　

西
国
三
十
三
所
巡
礼
の
正

規
の
服
装
は
、 
菅
笠
（
す
げ

が
さ
）
を
か
ぶ
り
、
お
い
ず

る
と
い
う
袖
の
な
い
白
衣
を

着
用
し
た
も
の
で
す
。
今
は

Ｔ
シ
ャ
ツ
タ
イ
プ
の
お
い
ず

る
も
あ
り
ま
す
。

　

観
音
霊
場
で
あ
る
西
国
巡

礼
用
の
お
い
ず
る
は
背
中
に

「
南
無
観
世
音
菩
薩
」
ま
た

は
「
南
無
大
慈
大
悲
観
世
音

菩
薩
」
と
書
か
れ
て
い
る
も

の
が
よ
い
で
す
。

　

白
い
上
着
を
着
用
す
る
の

は
、
巡
礼
中
に
亡
く
な
っ
た

と
き
に
そ
の
ま
ま
死
装
束
と

な
る
た
め
で
す
。
日
常
生
活

か
ら
離
れ
巡
礼
す
る
こ
と

は
、「
一
度
死
ん
で
新
た
に

生
ま
れ
変
わ
る
」
意
味
も
あ

り
、
白
い
衣
に
祈
り
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

輪
袈
裟
や
金
剛
杖
、
菅
笠
、

頭
陀
袋
な
ど
の
巡
礼
用
品

　

首
に
は
僧
侶
が
着
用
す
る

袈
裟
（
け
さ
）
を
簡
略
化
し

た
輪
袈
裟
（
わ
げ
さ
）
を
か

け
ま
す
。

　

手
に
は
厳
し
い
坂
道
や
石

段
を
登
る
と
き
の
支
え
に
な

る
金
剛
杖（
こ
ん
ご
う
づ
え
）

を
持
ち
ま
す
。
昔
の
巡
礼
は

命
が
け
で
、
巡
礼
中
に
亡
く

な
っ
た
際
の
墓
標
と
し
て
の

役
割
も
あ
り
ま
し
た
。

　

頭
に
は
日
よ
け
や
雨
よ
け

に
な
る
帽
子
代
わ
り
の
菅
笠

（
す
げ
が
さ
）
を
か
ぶ
り
、

肩
か
ら
は
納
経
帳
、
経
本
、

納
札
な
ど
参
拝
に
必
要
な
品

を
収
納
す
る
バ
ッ
ク
で
あ
る

頭
陀
袋
（
ず
だ
ぶ
く
ろ
）
を

か
け
ま
す
。

大
切
な
の
は
巡
礼
用
品
よ
り

も
気
持
ち

　

こ
れ
ら
の
巡
礼
用
品
を
一

式
揃
え
る
と
な
る
と
、
一
万

円
く
ら
い
は
か
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
に
は
こ
れ
ら

の
巡
礼
用
品
を
全
て
揃
え
て

い
る
人
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
切
な
の
は
、
巡
礼
用
品

を
揃
え
る
こ
と
で
は
な
く
気

持
ち
で
す
。
あ
ま
り
気
に
せ

ず
、
楽
し
み
の
ひ
と
つ
と
し

て
揃
え
る
と
良
い
で
し
ょ

う
。
た
だ
し
、
破
れ
た
ジ
ー

ン
ズ
や
派
手
な
服
装
な
ど
は

避
け
ま
し
ょ
う
。

　

ち
な
み
に
私
は
お
い
ず
る

と
輪
袈
裟
で
巡
礼
し
て
い
ま

す
。
金
剛
杖
や
菅
笠
は
使
っ

て
い
ま
せ
ん
し
、
頭
陀
袋
も

巡
礼
用
で
は
な
い
バ
ッ
グ
と

巾
着
袋
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｍ
Ｋ
ト
ラ
ベ
ル
の
西
国
巡

礼
ツ
ア
ー
で
も
、
皆
さ
ん
服

装
は
思
い
思
い
で
す
。
正
式

な
服
装
で
参
拝
し
た
い
と
い

う
方
も
、
簡
易
な
服
装
し
か

な
い
と
い
う
方
も
、
遠
慮
な

く
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

高
野
山
奥
の
院
は
西
国
三

十
三
所
巡
礼
の
札
所
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
西
国
巡
礼
の

番
外
札
と
し
て
立
ち
寄
る
定

ち
の
修
行
の
場
と
し
て
高
野

山
の
中
で
も
最
初
に
整
え
ら

れ
た
「
壇
上
伽
藍
」、
高
野

山
真
言
宗
の
管
長
が
住
む
総

本
山
寺
院
「
総
本
山 

金
剛

峯
寺
（
本
坊
）」、
そ
し
て
高

野
山
を
開
い
た
弘
法
大
師
空

海
が
今
も
瞑
想
を
続
け
る
と

さ
れ
る
御
廟
が
あ
る
「
奥
の

院
」
と
い
っ
た
エ
リ
ア
に
分

か
れ
て
お
り
、
境
内
全
体
を

詳
し
く
見
よ
う
と
す
る
と
い

く
ら
時
間
が
あ
っ
て
も
足
り

な
い
ほ
ど
で
す
。

　

高
野
山
は
世
界
文
化
遺
産

「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣

道
」
の
一
部
と
し
て
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
て
お
り
、
世

界
遺
産
登
録
か
ら
20
周
年
を

迎
え
る
今
年
は
、
高
野
山
で

も
特
別
な
イ
ベ
ン
ト
の
数
々

が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

番
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
、
多

く
の
巡
礼
者

が
訪
れ
て
き

ま
し
た
。

　

ま
た
高
野

山
の
広
大
な

境
内
の
中
に

は
、
僧
侶
た

さ
れ
て
い
な
い
道
の
先
に
あ

り
ま
す
。

　

数
百
段
の
石
段
を
登
り
切

っ
た
と
こ
ろ
に
や
っ
と
本
堂

が
あ
っ
た
り
、
参
道
が
登
山

道
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ

〈出発予定日〉　7/22㈪

京都発バスツアー　【W208NR】

西国巡礼の旅【特別編】
高野山：奥の院/金剛峯寺/慈尊院/丹生都比賣神社

〈行程〉

時刻 場所

7：50 京都駅八条口・
MKタクシーのりば〈集合〉

11：00頃 高野山奥之院
〈約90分（参道往復含）〉

12：30頃 ご昼食
〈一の橋天風にてお食事〉

13：30頃 金剛峯寺拝観〈約40分〉／
壇上伽藍エリア〈約20分〉

15：00頃 丹生都比賣神社〈約30分〉

16：00頃 慈尊院〈約30分〉

19：30頃 京都駅〈解散〉

〈旅行条件〉

出発地 京都市

添乗員／ガイド あり／先達同行　
いたします

食事 あり

最少催行人数 6名

〈旅行代金（税込）〉1名様

大　人 16,000円
※12歳以上の方対象ツアーです。
※ 歩きやすい服装と履きなれた靴でお越

しください。

告知広告

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
友
だ
ち
募
集
中
！

ツ
ア
ー
レ
ポ
ー
ト
公
開
中
！

旅行条件等の詳細事項を確認いただけない場合、お申込みは承っておりません。当広告は詳
細事項を省略していますので、当社ホームページをご覧いただいた上でお申込みください。

Ｍ
Ｋ
ト
ラ
ベ
ル
の
公
認
先
達
に
よ
る

西
国
三
十
三
所
巡
礼
ガ
イ
ド

「
西
国
巡
礼
に
お
す
す
め
の

服
装
と
巡
礼
用
品
」

第
７
回

西
国
三
十
三
所
ガ
イ
ド

特
別
編

「
高
野
山 
奥
の
院
」

1000

普通一種・二種　運転免許
〒612-8416

京都府自動車学校QRコード

今　村　哲　也

2024

（順不同）

暑中お見舞い申し上げます  令和６年７月
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京
都
市
で
は
、「
歴
史
都

市
・
京
都
」
の
魅
力
を
世
界

に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
国

内
外
か
ら
訪
れ
る
方
々
に
京

都
な
ら
で
は
の
「
お
も
て
な

し
」
を
実
践
で
き
る
子
ど
も

た
ち
の
育
成
を
目
指
し
、
中

学
生
・
高
校
生
が
「
京
都
・

観
光
文
化
検
定
試
験
（
京
都

検
定
）
３
級
」
に
無
償
で
チ

ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
機
会
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

Ｍ
Ｋ
は
こ
の
事
業
の
趣
旨

に
賛
同
し
、「
中
学
生
・
高

校
生
１
０
０
０
人
の
受
験
を

目
指
し
て
、
後
押
し
す
る
た

め
の
費
用
を
支
援
し
た
い
」

と
の
思
い
で
、
平
成
27
年
度

か
ら
引
き
続
き
、
10
年
目
と

な
る
今
年
度
も
京
都
市
に
２

０
０
万
円
の
寄
付
を
い
た
し

　

京
都
府
観
光
連
盟
は
、
京

都
府
内
の
観
光
資
源
を
活
用

し
、
観
光
業
界
の
振
興
と
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
団

体
で
す
。
府
内
各
地
の
名
所

や
伝
統
文
化
を
有
機
的
に
結

び
つ
け
、
観
光
資
源
と
し
て

の
魅
力
を
最
大
限
に
引
き
出

す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
そ
ん
な
京
都
府

観
光
連
盟
の
取
り
組
み
を
一

部
ご
紹
介
し
ま
す
。

食
の
京
都
の
魅
力
を
伝
え
る

「
食く

ら
し
旅た

び

」

　

京
都
府
観
光
連
盟
で
は
、

「
食
の
京
都
」
の
Ｐ
Ｒ
に
注
力

し
て
い
ま
す
。
京
都
は
多
く

の
伝
統
文
化
や
食
文
化
な
ど

が
生
活
の
中
に
溶
け
込
ん
で

い
る
の
が
特
徴
で
、
特
に
食

文
化
で
は
「
和
食
」
が
ユ
ネ

ス
コ
世
界
無
形
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
お
り
、
観
光
客

の
皆
様
か
ら
も
大
変
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

京
都
検
定
チ
ャ
レ
ン
ジ
事

業
で
は
、
毎
年
寄
付
の
み
な

ら
ず
京
都
市
教
育
委
員
会
が

観
光
人
材
の
育
成
を
支
援
す

る「京
都
観
光
ア
カ
デ
ミ
ー
」

　

京
都
府
観
光
連
盟
で
は
、

持
続
可
能
な
京
都
観
光
の
実

現
に
向
け
、
京
都
観
光
を
支

え
る
人
材
の
育
成
・
成
長
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

多
く
の
関
係
機
関
の
協
力
の

も
と
、令
和
５
年
３
月
に「
京

都
観
光
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
設

立
し
ま
し
た
。

　

各
種
観
光
課
題
に
対
応
す

る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
、
専

用
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
か
ら
は

各
協
力
機
関
が
実
施
す
る
セ

ミ
ナ
ー
の
情
報
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

観
光
業
を
新
し
い
ベ
ク
ト
ル

へ令
和
６
年
度
「 
京
都
府
観

光
経
営
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

　

京
都
観
光
ア
カ
デ
ミ
ー
の

人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー
の
一
環

で
あ
る
「
京
都
観
光
経
営
セ

ミ
ナ
ー
」
が
今
年
も
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

最
新
の
Ａ
Ｉ
技
術
や
デ
ジ

タ
ル
ア
プ
リ
等
を
積
極
的
に

活
用
し
た
事
業
経
営
を
打
出

す
こ
と
で
、
京
都
の
観
光
関

連
事
業
を
さ
ら
に
飛
躍
発
展

さ
せ
る
人
材
の
育
成
を
は
か

る
こ
と
を
目
的
に
、
京
都
大

学
経
営
管
理
大
学
院
の
協
力

に
よ
り
、講
師
陣
に
は
観
光
・

経
営
学
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

が
集
結
。
前
半
パ
ー
ト
と
な

ま
し
た
。

　

未
来
の
京
都
を
支
え
る
人

材
と
し
て
今
の
子
ど
も
た
ち

が
京
都
の
魅
力
を
知
る
こ
と

が
大
切
で
、
将
来
進
学
や
社

会
人
と
な
っ
て
他
府
県
の
友

人
知
人
、
周
囲
の
人
々
に
京

都
の
歴
史
と
文
化
を
語
っ
て

　

ま
た
、
京
都

府
観
光
連
盟
が

提
供
す
る
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
「
食く

ら
し
旅た

び

」
で

は
、
京
都
の
地

域
食
材
や
料
理

を
紹
介
し
な
が

ら
、
新
し
い
京

都
の
食
の
魅
力

を
発
信
し
て
い

ま
す
。

　

京
都
府
に
は

主
催
す
る
検
定
対
策
事
前
講

習
会
に
Ｍ
Ｋ
観
光
ド
ラ
イ
バ

ー
を
講
師
と
し
て
派
遣
し
、

学
習
へ
の
取
組
み
に
協
力
を

し
て
い
ま
す
。
京
都
文
化
を

伝
え
広
め
る
「
未
来
の
語
り

部
」
を
育
て
る
こ
と
に
、
直

接
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

本
年
も
去
る
６
月
９
日
に

京
都
市
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

で
の
講
習
会
に
京
都
検
定
１

級
資
格
を
持
つ
、
山
科
営
業

所
の
塚
本
彦
成
社
員
を
派
遣

い
た
し
ま
し
た
。
府
内
各
地

か
ら
中
高
生
が
多
数
が
集
ま

っ
た
会
場
で
塚
本
社
員
は
、

京
都
に
は
美
し
い
も
の
や
惹

き
つ
け
る
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
る
と
伝
え
つ
つ
、
試
験
に

出
そ
う
な
問
題
を
ク
イ
ズ
形

式
で
出
題
す
る
な
ど
、
楽
し

く
合
格
も
意
識
し
た
学
習
を

進
め
ま
し
た
。

　

Ｍ
Ｋ
は
京
都
検
定
の
機
会

を
通
し
て
、
京
都
の
未
来
を

担
う
人
材
育
成
に
協
力
し
て

い
き
ま
す
。

い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。そ
し
て
、そ
れ
が
地
域

社
会
の
魅
力
を
高
め
共
に
生

き
る
こ
と
に
つ
な
が
る
で
し

ょ
う
。
京
都
検
定
が
続
く
限

り
毎
年
寄
付
活
動
は
続
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

京
都
市
の
他
、「
も
う
ひ
と

つ
の
京
都
」と
呼
ば
れ
る「
海

の
京
都
」「
森
の
京
都
」「
お

茶
の
京
都
」「
竹
の
里
・
乙

訓
」
の
４
エ
リ
ア
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
の
歴
史
・

風
土
・
暮
ら
し
に
根
ざ
し
た

食
文
化
を
有
す
る
な
ど
、
多

彩
な
「
食
」
の
魅
力
が
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
魅
力
が

発
信
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
食

を
求
め
て
旅
を
し
た
く
な
る

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
す
。
食
材

や
料
理
だ
け
で
な
く
、
そ
の

背
景
に
あ
る
文
化
や
歴
史
に

つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

礎
を
学
び
ま
す
。
さ
ら
に
後

半
パ
ー
ト
と
な
る「
体
験
編
」

で
は
４
日
間
全
11
コ
マ
で
課

題
解
決
の
た
め
の
演
習
や
模

擬
体
験
を
行
い
、
実
業
務
の

課
題
解
決
に
向
け
て
の
方
向

性
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
形
成
を
目

指
し
ま
す
。

詳
細　

日
時
：
レ
ク
チ
ャ
ー

編　

令
和
６
年
８
月
８
日
、

９
日
、
26
日
、
27
日
、
28
日
。

体
験
編　

令
和
７
年
２
月
13

日
、
14
日
、
20
日
、
21
日
。 

場
所
：
京
都
大
学
経
営
管
理

大
学
院
内
（
京
都
市
左
京
区

吉
田
本
町
）

受
講
料
：
３
万
円

定
員
：
20
名
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

お
申
し
込
み
先（
お
問
合
せ
）

：
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
ま
た
は
、

〒
６
０
６
―
８
５
０
１　

京

都
市
左
京
区
本
町
36
―
１　

一
般
社
団
法
人 

京
都
ビ
ジ

ネ
ス
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー 

京
都
府
観
光
経
営
セ
ミ
ナ
ー

事
務
局　

☎
０
７
５
・
７
５

３
・
３
５
４
３　

Ｅ
メ
ー
ル 

kbrc-office.k20@kbrc.jp

申
し
込
み
期
間
：
令
和
６
年

７
月
10
日
（
水
）
～
令
和
６

年
８
月
１
日
（
木
）

お申し込みはこちらから
令和6年7月10日から閲覧可（予定）

京
都
の
食
文
化
を
楽
し
む

京
都
の
食
文
化
を
楽
し
む

新
し
い
旅
と
観
光
業
界
の

新
し
い
旅
と
観
光
業
界
の

発
展
を
支
え
る

発
展
を
支
え
る

公
益
社
団
法
人

京
都
府
観
光
連
盟

Ｍ
Ｋ
が
中
高
生
の
京
都
検
定

�

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
！

共
に
京
都
お
も
て
な
し
人
材
の
育
成
を
め
ざ
す
松

井
孝
治
・
京
都
市
長
（
写
真
左
）
と
青
木
信
明
・

Ｍ
Ｋ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
社
長　
（
６
月
21
日
寄

付
受
納
式
に
て
）

覚
え
て
お
く
べ
き
知
識
を
京
都
検
定
の
テ
キ
ス
ト

を
使
用
し
な
が
ら
説
明
す
る

京
都
市
と
Ｍ
Ｋ
が
京
都
の
魅
力

に
つ
い
て
語
り
合
う

楽しく、合格も意識

～ＭＫドライバー
� による講習会～

「
食く

ら
し
旅た
び

」ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

る
「
レ

ク
チ
ャ

ー
編
」

で
は
、

５
日
間

全
16
コ

マ
の
講

義
で
経

営
学
全

般
の
基



第933号 2024年（令和６年） 7 月 1 日M K 新 聞（ 9 ）
　

Ｍ
Ｋ
新
聞
を
担
当
し
て
き

た
桂
田
利
也
職
員
は
、
司
法

修
習
に
入
る
た
め
に
退
職
し

ま
し
た
。
退
職
を
前
に
、「
司

法
試
験
合
格
ま
で
の
道
の
り

と
こ
れ
か
ら
」
に
つ
い
て
記

し
た
連
載
の
第
３
回
で
す
。

「
受
験
宣
言
」
で
気
合

を
入
れ
る

　

フ
ル
タ
イ
ム
で
働
き
な
が

ら
司
法
試
験
に
受
か
る
に

は
、
相
当
な
気
合
が
必
要
で

す
。
そ
こ
で
、
私
も
気
合
を

入
れ
る
工
夫
を
し
ま
し
た
。

つ
く
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
し
た
。

予
備
校
は
模
試
と
オ
ン

ラ
イ
ン
講
座
を
利
用

　

さ
ら
に
、
試
験
勉
強
に

強
制
的
に
取
り
組
め
る
よ

う
に
、
受
験
指
導
校
（
界
隈

で
は
「
予
備
校
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
）
を
利
用
し
ま
し

た
。
特
に
模
試
な
ど
、
会
場

に
集
め
ら
れ
て
時
間
を
測
ら

れ
な
が
ら
強
制
的
に
勉
強
さ

せ
ら
れ
る
環
境
が
よ
か
っ
た

で
す
。
集
合
授
業
な
ど
は
な

か
な
か
時
間
が
合
わ
ず
受
講

で
き
な
か
っ
た
の
で
、
オ
ン

ラ
イ
ン
講
座
を
活
用
し
ま
し

た
。
模
試
や
オ
ン
ラ
イ
ン
講

座
で
か
か
っ
た
金
額
は
計
45

万
円
で
す
。
高
い
？ 

司
法

試
験
受
験
界
隈
で
は
、
か
な

り
少
額
で
済
ん
だ
方
だ
と
思

い
ま
す
。

　

金
額
は
と
も
か
く
、
勉
強

せ
ざ
る
を
得
な
い
環
境
が
な

い
と
勉
強
で
き
ま
せ
ん
。
自

ら
勉
強
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

る
よ
う
に
工
夫
を
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
周
り
に
「
司
法
試

験
を
受
験
し
ま
す
、
合
格
し

ま
す
」
と
宣
言
し
ま
し
た
。

同
じ
部
署
の
１
人
２
人
な
ど

範
囲
は
狭
い
で
す
が
、
は
っ

は
な
く
集
中
で
き
る
自
習
室

を
活
用
し
ま
し
た
。ま
ず「
勉

強
カ
フ
ェ
」
と
い
う
、
入
会

す
る
た
め
に
目
標
を
宣
言
す

る
シ
ス
テ
ム
の
自
習
室
を
利

き
り
と
声
に
し
て
し
ま

う
と
意
識
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
よ
ね
。
勉
強

か
ら
逃
げ
ら
れ
な
い
よ

う
に
、
周
囲
の
環
境
を

利
用
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

自
習
室
で
集
中
し
て
勉
強

　

試
験
勉
強
は
自
宅
で

用
し
ま
し
た
。
学
習

す
る
習
慣
が
つ
い
て

か
ら
、
24
時
間
利
用

で
き
る
自
習
室
に
移

り
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
は
、
勉

強
し
な
い
と
い
け
な

い
、
不
合
格
を
報
告

す
る
と
恥
ず
か
し

い
、
と
い
う
環
境
を

第3回

「
勉
強
せ
ざ
る
を
得
な
い

　
　
　
　
環
境
づ
く
り
が
コ
ツ
」

Ｍ
Ｋ
新
聞
記
者
が

Ｍ
Ｋ
新
聞
記
者
が

　
働
き
な
が
ら
司
法
試
験
を
突
破
！

　
働
き
な
が
ら
司
法
試
験
を
突
破
！

自習室やコワーキングスペースの利用者
カード

段ボール箱で届く予備校の教材段ボール箱で届く予備校の教材

　

子
ど
も
の
頃
は
大
阪
の
淀

川
の
そ
ば
に
住
ん
で
い
ま
し

た
。
大
き
く
広
が
る
河
川
敷
、

夏
は
草
ぼ
う
ぼ
う
で
、
昆
虫
、

爬
虫
類
、
鳥
な
ど
の
宝
庫
で

し
た
。
そ
ん
な
草
む
ら
に
ガ

サ
ガ
サ
入
っ
て
、
虫
や
ト
カ

ゲ
を
捕
る
の
が
大
好
き
な
少

年
で
し
た
。
そ
の
時
は
吸
血

生
物
に
襲
わ
れ
る
、
と
い
う

こ
と
は
せ
い
ぜ
い
蚊
に
刺
さ

れ
る
と
い
う
以
外
、
記
憶
に

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
50
を

過
ぎ
て
田
舎
に
移
住
し
て
、

子
ど
も
の
頃
の
よ
う
に
草
む

ら
に
入
る
と
、
ま
あ
ま
あ
悲

惨
な
目
に
遭
い
ま
す
。

　

移
住
し
て
１
年
目
の
夏
、

飼
っ
て
い
る
ヤ
ギ
の
散
歩
の

た
め
に
、
半
ズ
ボ
ン
、
裸
足

に
ゾ
ウ
リ
で
草
む
ら
に
入
り

ま
し
た
。
今
思
う
と
無
謀
で

す
。
フ
ッ
と
見
る
と
足
の
す

ね
か
ら
、
い
く
筋
か
の
血
が

タ
ラ
タ
ラ
と
…
。
そ
し
て
そ

の
血
に
コ
バ
エ
が
ウ
ジ
ャ
ウ

ジ
ャ
と
、
た
か
っ
て
い
ま
し

た
。
ゾ
ッ
と
し
ま
し
た
。
慌

て
て
ハ
エ
を
振
り
払
い
、
そ

の
場
か
ら
逃
げ
ま
し
た
。
後

か
ら
調
べ
る
と
、
そ
れ
は
ブ

ヨ
と
い
う
吸
血
性
の
ハ
エ
で
、

歯
で
皮
膚
に
傷
を
つ
け
て
、

血
を
舐
め
る
そ
う
で
す
。
ブ

ヨ
に
咬
ま
れ
た
所
は
痒
さ
が

何
日
も
続
き
、
後
々
ま
で
跡

が
残
り
ま
す
。
蚊
は
上
品
な

方
だ
、
と
思
え
る
ほ
ど
荒
っ

ぽ
い
血
の
吸
い
方
を
す
る
生

き
物
で
す
。
で
も
そ
ん
な
ブ

ヨ
も
、
キ
レ
イ
な
川
が
あ
る

場
所
に
し
か
住
め
な
い
ら
し

く
、
都
会
の
汚
い
川
で
は
育

た
な
い
そ
う
で
す
。

　

現
在
僕
が
住
む
京
都
府
の

田
舎
町
で
は
、
シ
カ
な
ど
に

よ
る
農
作
物
被
害
が
深
刻
で

す
。
猟
友
会
に
所
属
す
る
僕

は
、「
有
害
鳥
獣
駆
除
」
と

い
う
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、

真
夏
の
山
に
も
入
り
ま
す
。

人
間
が
歩
く
登
山
道
で
は
な

く
、
野
生
動
物
が
歩
く
獣
道

を
ひ
た
す
ら
登
り
ま
す
。
草

が
生
い
茂
る
獣
道
で
は
、様
々

な
吸
血
生
物
が
獲
物
が
来
る

の
を
待
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
つ
が
山
に
い
る
ヒ
ル
、
ヤ

マ
ビ
ル
で
す
。
先
日
、
初
め

て
ヤ
マ
ビ
ル
に
吸
血
さ
れ
ま

し
た
。
ミ
ミ
ズ
と
ナ
メ
ク
ジ

を
合
わ
せ
た
よ
う
な
外
見

で
、
シ
ャ
ク
ト
リ
ム
シ
の
よ

う
に
け
っ
こ
う
早
く
歩
き
ま

す
。
足
元
か
ら
登
っ
て
き
た

り
、
木
か
ら
落
ち
て
き
た
り
。

僕
の
場
合
は
長
袖
の
シ
ャ
ツ

と
手
袋
の
隙
間
の
手
首
に
吸

い
付
か
れ
て
い
ま
し
た
。
引

き
剥
が
す
と
、
小
さ
な
傷
口

か
ら
血
が
流
れ
て
、
30
分
く

ら
い
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
う
い
っ
た
吸
血
生
物
の
唾

液
に
は
、
血
液
が
空
気
に
触

れ
て
も
凝
固
さ
せ
な
い
成
分

が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

吸
血
生
物
の
中
で
一
番
厄

介
な
の
は
マ
ダ
ニ
で
す
。
前

回
の
エ
ッ
セ
イ
で
も
書
き
ま

し
た
が
、
特
に
野
生
動
物
が

行
き
来
す
る
獣
道
に
マ
ダ
ニ

は
多
く
潜
ん
で
い
ま
す
。
僕

の
場
合
は
、
草
む
ら
に
入
っ

た
次
の
日
に
、
ダ
ニ
に
付
か

れ
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

朝
起
き
る
と
、
陰
嚢
（
キ
ン

◯
マ
袋
）
の
裏
っ
か
わ
辺
り

に
チ
ク
ッ
と
し
た
違
和
感
を

感
じ
ま
し
た
。
ダ
ニ
は
皮
膚

の
薄
い
と
こ
ろ
を
好
み
、
体

を
よ
じ
登
っ
て
陰
部
に
付
か

れ
る
こ
と
も
あ
る
、
と
猟
友

会
の
先
輩
か
ら
聞
か
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
だ
か
ら
初
め
て

ダ
ニ
に
付
か
れ
て
も
パ
ニ
ッ

ク
に
な
っ
た
り
、
慌
て
ず
に

す
み
ま
し
た
。
と
い
っ
て
も

キ
ン
◯
マ
袋
の
裏
で
す
か
ら
、

鏡
で
見
て
も
ゴ
マ
粒
ほ
ど
の

小
さ
な
点
で
よ
く
分
か
ら
ず
、

ス
マ
ホ
で
何
度
も
接
写
し
て

み
て
、
や
は
り
ダ
ニ
で
あ
る

と
確
認
し
て
、
除
去
し
ま
し

た
。
僕
の
ス
マ
ホ
の
写
真
ア

プ
リ
に
は
、
猟
師
と
い
う
仕

事
柄
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の

解
体
写
真
な
ど
、
人
に
見
せ

ら
れ
な
い
写
真
が
た
く
さ
ん

収
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
最
た
る
も
の
が
、
自
分
の

キ
ン
◯
マ
袋
の
裏
の
写
真
で

す
。

田
舎
暮
ら
し
公
開
中
！

YouTube

『
塩
見
多
一
郎
』

で
検
索
！

【
ブ
ロ
グ
版
】

http://foothat.blog118.fc2.
com/
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吸
血
生
物
の
話

塩
見　

多
一
郎

　

京
都
Ｍ
Ｋ
で
は
昨
年
よ
り
、

お
電
話
が
つ
な
が
ら
な
い
不

便
を
さ
ら
に
解
消
す
る
た
め
、

Ａ
Ｉ
が
お
客
様
の
発
話
を
聞

き
取
り
受
注
を
行
う
「
音
声

認
識
Ａ
Ｉ
受
注
」
の
実
証
実

験
を
実
施
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
こ
の
度
「
い
ま
か
ら
１

台
！ 

自
動
音
声
『
Ｍ
Ｋ
よ
べ

る
く
ん
プ
ラ
ス
』」
と
し
て
正

式
に
自
動
音
声
Ａ
Ｉ
受
注
を

開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　

従
来
の
自
動
応
答
「
Ｉ

Ｖ
Ｒ
（
Ｍ
Ｋ
よ
べ
る
く
ん
）」

で
は
、
初
め
て
ご
利
用
い
た

だ
く
際
は
、
事
前
に
お
迎
え

場
所
を
１
ヵ
所
登
録
す
る
必

要
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
本

サ
ー
ビ
ス
で
は
事
前
登
録
不

要
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

※
従
来
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

に
お
か
け
い
た
だ
い
た
場
合

も
、
受
注
回
線
が
全
て
埋
ま

っ
た
際
に
、
話
中
に
な
ら
ず

に
自
動
音
声
で
の
対
応
（
Ｍ

Ｋ
よ
べ
る
く
ん
プ
ラ
ス
）
に

切
り
替
わ
る
こ
と
が
ご
ざ
い

ま
す
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ

ま
す
の
で
、
音
声
に
従
っ
て

内
容
を
お
話
し
く
だ
さ
い

（
会
話
の
途
中
で
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
に
つ
な
ぎ
直
せ
る
ポ
イ

ン
ト
も
ご
ざ
い
ま
す
）。

ご注文の流れや注意点など、
詳細はこちら

京都ＭＫ

いまから１台！ 自動音声

「ＭＫよべるくんプラス」

 サービス開始
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ェ
ア
を
動
か
す
た
め

の
関
数
の
作
成
を
行

っ
た
。
不
明
な
点
は
、

適
宜
、
社
員
の
方
に

聞
き
な
が
ら
仕
事
を

行
う
こ
と
で
、
最
終

的
に
私
が
開
発
し
た

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
用

い
て
動
作
テ
ス
ト
を

成
功
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
。
四
苦
八
苦

し
な
が
ら
の
開
発
業

務
だ
っ
た
が
、
無
事

に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を

完
成
さ
せ
る
こ
と
が

実
績
と
は
、
工
作
機
械
が
ど

の
よ
う
な
加
工
を
し
た
か
と

い
っ
た
様
々
な
加
工
情
報
を

指
す
。
開
発
す
る
上
で
、
ど

の
よ
う
な
画
面
仕
様
に
す
る

か
、
ど
の
よ
う
な
機
能
を
も

た
ら
す
の
か
と
い
っ
た
案
を

ま
ず
作
成
し
た
。
Ｆ
Ａ
グ
ル

ー
プ
の
方
々
か
ら
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
参
考
に
、
随
時
、

報
告
、
相
談
を
行
い
な
が
ら
、

実
際
に
顧
客
に
提
供
す
る
画

面
案
や
機
能
案
を
考
え
た
。

顧
客
の
目
線
に
立
ち
、
意
見

を
出
し
合
い
な
が
ら
仕
様
を

考
え
て
開
発
を
行
う
と
い
う

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
の
進
め

方
を
よ
く
理
解
し
な
が
ら
、

開
発
を
や
り
遂
げ
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

こ
の
２
つ
の
開
発
業
務
に

よ
り
、
私
は
自
動
化
シ
ス
テ

ム
の
基
本
部
分
の
開
発
か
ら

実
際
に
顧
客
が
使
用
す
る
画

面
の
開
発
ま
で
行
う
こ
と
が

で
き
、
牧
野
フ
ラ
イ
ス
Ｆ
Ａ

グ
ル
ー
プ
の
一
通
り
の
業
務

を
実
習
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

実
務
訓
練
で
こ
こ
ま
で
で
き

た
の
は
、
牧
野
フ
ラ
イ
ス
の

関
係
者
の
皆
様
の
お
か
げ
で

あ
る
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
る
。
上
記
の
開
発
業
務
以

外
に
も
、
様
々
な
実
習
や
工

で
き
、
う
ま
く
動
作
し
た
時

の
達
成
感
は
こ
れ
ま
で
に
無

い
経
験
で
あ
っ
た
。

　

次
の
開
発
業
務
は
、MAS-

NX

の
機
能
の
う
ち
、
加
工

実
績
と
呼
ば
れ
る
情
報
の
画

面
表
示
と
そ
の
機
能
の
開
発

を
行
っ
た
。
こ
こ
で
の
加
工

場
見
学
を
行
っ
た
。
こ
の
４

ヵ
月
半
の
実
務
訓
練
で
は
、

私
の
想
像
以
上
に
様
々
な
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
人

と
し
て
大
き
く
成
長
で
き
た

と
実
感
し
て
い
る
。
こ
の
実

務
訓
練
で
学
ん
だ
こ
と
を
今

後
の
大
学
院
生
活
お
よ
び
社

会
人
生
活
に
活
か
せ
る
よ
う

に
日
々
、
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

■
筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

山
形
県
出
身
。
鶴
岡
高
専

卒
。
現
在
、
長
岡
技
術
科
学

大
学
大
学
院
情
報
・
経
営
シ

ス
テ
ム
工
学
分
野
の
修
士
１

年
に
在
籍
。

う
も
の
で
あ
り
、
こ
の
レ
ポ

ー
ト
に
取
り
組
む
中
で
工
作

機
械
産
業
へ
の
関
心
が
深
ま

り
、
同
社
で
の
実
務
訓
練
を

希
望
し
た
。

　

実
務
訓
練
で
は
、
神
奈
川

県
に
あ
る
牧
野
フ
ラ
イ
ス
事

業
所
の
開
発
本
部
の
応
用
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
部
（
Ｆ
Ａ

グ
ル
ー
プ
）
に
配
属
さ
れ
、

２
０
２
３
年
10
月
か
ら
２
０

２
４
年
２
月
ま
で
勤
務
し
た
。

Ｆ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
工
場
の

自
動
化
に
関
連
す
る
シ
ス
テ

ム
を
管
理
・
支
援
す
る
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
を
開
発
・
保
守
し

て
い
る
部
署
で
あ
る
。
私
は
、

そ
の
自
動
化
シ
ス
テ
ム
を
運

用
し
、
機
械
加
工
工
程
全
体

を
支
援
す
る
た
め
のMAS-

NX

と
呼
ば
れ
る
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
の
開
発
に
参
加
し
た
。

  

実
際
のMAS-NX

の
開
発

業
務
で
は
、
大
き
く
分
け
て

２
つ
の
開
発
に
携
わ
っ
た
。

MAS-NX

で
支
援
運
用
し
て

い
る
装
置
の
一
つ
に
Ｗ
Ｓ
Ｓ

（W
ork Set Station

）
と
呼

ば
れ
る
装
置
が
あ
る
が
、
最

初
に
こ
の
Ｗ
Ｓ
Ｓ
と
接
続
し
、

単
独
で
指
令
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開

発
を
行
っ
た
。
Ｗ
Ｓ
Ｓ
と
は
、

自
動
化
シ
ス
テ
ム
の
中
で
加

工
部
品
の
着
脱
の
指
示
な
ど

人
の
手
を
必
要
と
す
る
作
業

を
行
う
場
所
で
あ
る
。
開
発

の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
に

は
Ｃ
＃
を
使
用
し
た
。
初
め

て
扱
う
言
語
だ
っ
た
た
め
、

基
本
的
な
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
の

書
き
方
か
ら
学
習
を
行
い
、

実
装
す
る
画
面
案
や
既
存
の

シ
ス
テ
ム
の
構
成
を
参
考
に

し
な
が
ら
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を

操
作
す
る
画
面
や
ソ
フ
ト
ウ

　

５
月
号
の
千
代
季
君
の
ア

ク
シ
ア
ル 

リ
テ
イ
リ
ン
グ
株

式
会
社
の
実
務
訓
練
（
長
期

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
の
記

事
に
引
き
続
き
、
７
月
号
と

９
月
号
で
は
牧
野
フ
ラ
イ
ス

製
作
所
（
以
下
、
牧
野
フ
ラ

イ
ス
と
略
す
）
で
の
実
務
訓

練
の
記
事
を
お
届
け
す
る
。

２
０
２
３
年
度
は
、
私
と
同

じ
研
究
室
の
三
科
雄
一
朗
君

が
牧
野
フ
ラ
イ
ス
で
実
務
訓

練
を
行
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
違

◇
一
白
水
星
生
ま
れ
の
人

　

目
上
の
引
き
立
て
が
あ
る

が
、
争
い
が
生
じ
や
す
い
た

め
注
意
が
肝
要
で
あ
る
。
ま

た
ケ
ガ
な
ど
に
も
注
意
が
必

要
。
７
、
８
割
位
進
行
し
た

状
態
で
頓
挫
し
て
し
ま
う
傾

向
の
月
な
の
で
、
最
初
か
ら

気
を
引
き
締
め
て
慎
重
な
行

動
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

吉
方
位
は
南
西
・
東
北
。

◇
二
黒
土
星
生
ま
れ
の
人

　

金
談
、
縁
談
、
普
請
移
転

は
大
吉
。
ま
た
酒
色
の
散
財

が
あ
り
が
ち
。
新
規
開
始
事

は
早
急
に
着
手
す
る
方
が
吉

で
、
好
運
の
座
に
着
く
時
。

交
際
も
広
が
り
、
収
入
も
増

え
、蓄
財
に
も
意
欲
が
沸
き
、

か
な
い
時
。
土
地
家
屋
ま
た

は
年
上
の
女
性
に
関
す
る
心

配
が
あ
る
。
ま
た
、
凶
方
を

犯
す
と
家
内
に
病
人
、
金
銭

の
損
失
な
ど
あ
り
が
ち
故
、

注
意
す
る
が
良
く
、
そ
の
他

何
事
も
控
え
め
に
為
す
が
安

全
で
あ
る
。
月
の
後
半
に
物

事
を
進
め
る
こ
と
が
大
事
。

吉
方
位
は
東
南
・
西
北
。

北
。

◇
八
白
土
星
生
ま
れ
の
人

　

自
由
奔
放
な
進
み
方
は
慎

み
、
流
言
に
惑
わ
さ
れ
な
い

で
、
自
信
の
あ
る
行
動
に
基

づ
い
て
一
直
線
に
進
む
こ
と

が
大
切
で
す
。
普
請
、
造
作

な
ど
再
び
仕
直
す
こ
と
が
あ

ろ
う
。
ま
た
病
難
に
注
意
。

結
婚
適
齢
期
の
男
女
は
結
婚

が
決
ま
る
月
。
吉
方
位
は
南

西
。

◇
九
紫
火
星
生
ま
れ
の
人

　

運
勢
は
滞
り
が
ち
で
気
の

迷
い
が
多
く
、
思
案
に
あ
ま

る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
よ
う

な
時
期
に
は
何
事
も
控
え
め

に
し
て
好
機
到
来
を
待
つ
方

針
が
良
い
。
出
費
を
控
え
る

よ
う
に
。
吉
方
位
は
東
北
・

東
南
。

■
高
島
易
断
鑑
定
所

http://jushu-takashima.
com/

う
部
署
で
の
勤
務
だ
っ
た
た

め
、
７
月
号
は
私
が
書
き
、

９
月
号
は
三
科
君
が
書
く
。

牧
野
フ
ラ
イ
ス
に
は
、
２
０

２
０
年
度
、
２
０
２
１
年
度

に
も
研
究
室
の
先
輩
が
実
務

訓
練
を
行
っ
た
。

　

牧
野
フ
ラ
イ
ス
は
、
１
９

３
７
年
に
牧
野
常
造
氏
に
よ

っ
て
設
立
さ
れ
た
大
手
工
作

機
械
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
マ

シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
や
放
電

加
工
機
、
レ
ー
ザ
ー
加
工

人
の
世
話
も
多
く
な
っ
て
動

き
甲
斐
が
十
分
に
あ
る
月
で

す
。
吉
方
位
は
南
西
・
東
南
。

◇
三
碧
木
星
生
ま
れ
の
人

　

外
見
は
良
運
に
見
え
る

が
、
内
実
は
煩
悶
が
多
く
、

親
し
い
人
と
争
い
が
生
じ
や

す
い
時
。
新
事
業
、
普
請
、

開
店
な
ど
は
見
合
わ
す
方
が

良
い
。
特
に
浪
費
を
慎
み
倹

約
を
心
が
け
、
精
神
的
悩
み

に
負
け
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
。
変
化
の
月
で
現
状
維
持

を
心
が
け
る
こ
と
。
吉
方
位

は
北
西
。

◇
四
緑
木
星
生
ま
れ
の
人

　

従
来
の
事
を
変
更
し
た
い

気
分
が
生
じ
る
が
、
軽
率
に

考
え
ず
熟
慮
し
て
か
ら
決
行

◇
七
赤
金
星
生
ま
れ
の
人

　

ま
す
ま
す
運
気
に
勢
い
が

出
て
き
て
、
何
事
に
も
意
欲

的
に
な
れ
ま
す
。
諸
事
好
調

に
運
ぶ
か
ら
、
ぐ
ず
ぐ
ず
せ

ず
積
極
的
に
す
る
方
が
良

い
。
こ
と
に
辰
巳
（
東
南
）

方
か
ら
思
い
が
け
な
い
好
事

が
到
来
す
る
こ
と
が
あ
る
。

吉
方
位
は
南
西
・
東
南
・
西

機
と
い
っ
た
加
工
機
械
か
ら

CAD/CAM

や
自
動
化
の
シ

ス
テ
ム
を
支
援
す
る
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
な
ど
の
開
発
、
生
産
、

販
売
を
行
っ
て
い
る
。
海
外

に
も
多
く
の
拠
点
が
存
在
し
、

現
在
で
は
売
上
の
８
割
以
上

が
海
外
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル

メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。

  

私
が
牧
野
フ
ラ
イ
ス
で
の

実
務
訓
練
を
希
望
し
た
き
っ

か
け
は
、
鈴
木
信
貴
准
教
授

が
担
当
す
る
講
義
「
技
術
経

営
論
」
の
レ
ポ
ー
ト
課
題
で

あ
っ
た
。
レ
ポ
ー
ト
の
課
題

が
「
牧
野
フ
ラ
イ
ス
の
中
期

経
営
戦
略
を
考
え
る
」
と
い

す
る
方
が
良
い
。
こ
と
に
婦

人
問
題
、
印
鑑
、
証
文
に
関

係
し
た
事
件
な
ど
が
起
こ
り

が
ち
で
あ
る
。
普
請
、
移

転
、
旅
行
な
ど
は
差
し
支
え

な
い
。
家
庭
内
外
の
難
事
件

が
解
決
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
吉
方
位
は
東
北
・
西
北
。

◇
五
黄
土
星
生
ま
れ
の
人

　

何
事
も
思
う
よ
う
に
運
ば

ず
困
難
が
多
い
。
使
用
人
や

家
族
に
関
わ
る
心
配
事
が
あ

ろ
う
。
病
難
、
遺
失
物
、
盗

難
に
注
意
。
家
庭
を
大
切

に
、
色
情
事
に
は
注
意
を
す

る
こ
と
。
時
刻
で
い
え
ば
夜

の
11
時
か
ら
１
時
ま
で
の
夜

中
で
、
季
節
で
い
え
ば
冬
の

時
期
と
い
え
ば
お
分
か
り
で

し
ょ
う
。
現
状
維
持
で
運
気

が
変
わ
る
ま
で
辛
抱
の
月
で

す
。
吉
方
位
は
南
西
・
東
南
。

◇
六
白
金
星
生
ま
れ
の
人

　

煩
悶
が
多
く
気
は
も
め
る

が
、
何
事
も
ま
と
ま
り
が
つ
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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【131】
実
務
訓
練
報
告
：
牧
野
フ
ラ
イ
ス

製
作
所
（
２
０
２
３
年
度
）（
上
）

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・レ
ポ
ー
ト

阿
部
　
航

長
岡
技
術
科
学
大
学

経
営
戦
略
・
技
術
経
営
・
も
の
づ
く
り
経
営
研
究
室

７
月
（
九
紫
火
星
の
月
）

七
月
七
日
（
小
暑
）
～
八
月
六
日
ま
で

バックナンバー
公開中

　

　

高
島
易
断
鑑
定
所　

高
島
寿
周

→
７
月
７
日（
小
暑
）〜
８
月
６
日
ま
で

７
月
の
運
勢

７
月
の
運
勢

７
月
の
運
勢

７
月
の
運
勢
（
九
紫
火
星
の
月
）

牧野フライス製作所での実務訓練最終報告会
（立って発表を行っているのが筆者）

MK新聞への広告掲載は
☎075-555-3186
mknews@mk-group.co.jp

お気軽にお問合せください

文
庫
ラ
ン
キ
ン
グ

総
合
書
籍
ラ
ン
キ
ン
グ

１.
２.
３.

４.
５.
６.
７.
８.
９.
10.

よって件のごとし　三島屋変調百物語八之続 宮部　みゆき
赤と青のガウン　オックスフォード留学記 彬子女王
京都寺町三条のホームズ （21）― メランコリックな異邦人
 望月　麻衣
黒牢城 米澤　穂信
塞王の楯　上・下 今村　翔吾
三河雑兵心得 【十四】― 豊臣仁義 井原　忠政
N 道尾　秀介
白鳥とコウモリ　上・下 東野　圭吾
新 本所おけら長屋 （一） 畠山　健二
三体3 死神永生 上  劉　慈欣

１.
２.
３.
４.
５.
６.

７.
８.
９.
10.

成瀬は天下を取りにいく 宮島　未奈
ポケットモンスターポケモン大図鑑1020＋ 小学館
成瀬は信じた道をいく 宮島　未奈
3か月でマスターする数学 秋山　仁, 横山　明日希, ヨビノリたくみ
捨てられた僕と母猫と奇跡 船ヶ山　哲
The Arts and Ethics of Zen Temples 東福寺 ： 古寺バイリンガルガイド
 小学館
クスノキの女神 東野　圭吾
なぜ働いていると本が読めなくなるのか 三宅　香帆
SWITCH Vol.42 No.7 特集 坂道白書 スイッチ・パブリッシング （編）
変な家2　〜11の間取り図〜 雨穴

（大垣書店　2024年6月23日調べ） （大垣書店　2024年6月23日調べ）
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福
田
ど
う
ぶ
つ
え
ん

７
／
13
～
10
／
１

福
田
美
術
館　
　

　
「
動
物
園
」
と
い
う
言
葉

は
、
福
沢
諭
吉
が
発
表
し
た

『
西
洋
事
情
・
初
編
』
で
初

め
て
使
用
さ
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。
本
展
は
、
絵
画
を

展
示
す
る
美
術
館
と
動
物
園

の
融
合
を
目
指
し
た
展
覧
会

で
、
ラ
イ
オ
ン
や
ト
ラ
、
サ

ル
な
ど
を
、
江
戸
時
代
以
降

に
活
躍
し
た
画
家
た
ち
が
描

い
た
「
動
物
画
」
と
い
う
形

で
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
近

世
の
画
家
か
ら
、
木
島
櫻

谷
、
速
水
御
舟
、
加
山
又
造

ま
で
、
明
治
か
ら
昭
和
、
平

成
時
代
を
生
き
た
日
本
画
家

た
ち
が
描
い
た
動
物
の
姿

を
、
そ
こ
に

込
め
ら
れ
た

意
味
や
生
態

の
解
説
と
共

に
ご
紹
介
。

画
家
そ
れ
ぞ

れ
の
表
現
の

違
い
は
も
ち

ろ
ん
、
鋭
い

観
察
眼
、細
や
か
な
毛
描
き
、

洗
練
さ
れ
た
色
彩
に
も
ご
注

目
あ
れ
。

　

福
田
美
術
館
（
京
福
電
鉄

「
嵐
山
」
駅
下
車
徒
歩
４
分
）

に
て
、前
期
：７
月
13
日（
土
）

～
８
月
26
日
（
月
）、
後
期
：

８
月
28
日
（
水
）
～
10
月
１

日
（
火
）。
休
館
日
は
８
月

27
日
、
９
月
10
日
。
午
前
10

時
～
午
後
５
時
（
入
館
は
閉

館
30
分
前
ま
で
）。
一
般
・

大
学
生
１
５
０
０
円
、
高
校

生
９
０
０
円
、
小
中
学
生
５

０
０
円
（
８
月
１
日
～
31
日

ま
で
小
学
生
入
館
無
料
、
た

だ
し
保
護
者
の
同
伴
が
必

須
）。
福
田
美
術
館
☎
０
７

５
・
８
６
３
・
０
６
０
６

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

初
期
か
ら
晩
年
ま
で
の
画
業

を
総
覧
し
、
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
魅
力
的
な
作
品
を

紹
介
し
て
、
広
重
の
ト
ー
タ

ル
な
イ
メ
ー
ジ
を
再
構
築
す

る
。

　

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館

（
近
鉄
「
大
阪
阿
部
野
橋
」
駅

下
車
す
ぐ
、
Ｊ
Ｒ
「
天
王
寺
」

駅
下
車
す
ぐ
、
あ
べ
の
ハ
ル

カ
ス
16
階
）
に
て
、
７
月
６

日
（
土
）
～
９
月
１
日
（
日
）

ま
で
。
休
館
日
は
８
月
５
日
。

火
～
金
は
午
前
10
時
～
午
後

８
時
（
月
土
日
祝
は
午
後
６

時
ま
で
）、
入
館
は
そ
れ
ぞ

れ
閉
館
30
分
前
ま
で
。
一
般

１
９
０
０
円
、
大
高
生
１
５

０
０
円
。
中
小
生
５
０
０
円
。

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館
☎

０
６
・
４
３
９
９
・
９
０
５

０※
会
期
中
、
展
示
替
え
あ
り

（
前
期
：
７
月
６
日
～
８
月
４

日
、
後
期
：
８
月
６
日
～
９

月
１
日
）。

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

円
山
応
挙
《
竹
に
獅
子
図
》
左
幅

１
７
７
９
年 

前
期
展
示
（
部
分
）

［後期展示］「東海道五拾三次之内（保永堂版） 箱根」横大
判錦絵　ジョルジュ・レスコヴィッチ氏蔵 ©️Fundacja 
Jerzego Leskowicza ©️Michal Grychowski (AMG)

特
別
展

「
テ
ル
マ
エ
展　

お
風

呂
で
つ
な
が
る
古
代
ロ

ー
マ
と
日
本
」

開
催
中
～
８
／
25

神
戸
市
立
博
物
館

　

テ
ル
マ
エ
は
古
代
ロ
ー
マ

の
高
度
な
建
築
・
土
木
技
術

の
証
で
あ
る
と
同
時
に
、
彼

特
別
展

日
本
の
巨
大
ロ
ボ
ッ
ト

群
像
―
鉄
人
28
号
、
ガ

ン
ダ
ム
、
ロ
ボ
ッ
ト
ア

ニ
メ
の
浪
漫
―

７
／
６
～
９
／
１

京
都
文
化
博
物
館

　
『
鉄
人
28
号
』
を
嚆
矢
と
し

て
、
そ
の
後
『
マ
ジ
ン
ガ
ー

Ｚ
』、
新
風
を
吹
き
込
ん
だ

『
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
』
と
、

現
在
に
至
る
ま
で
多
数
の
ロ

ボ
ッ
ト
ア
ニ
メ
が
制
作
さ

れ
、
魅
力
的
な
ロ
ボ
ッ
ト
が

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
き
た
。
日

本
独
自
と
も
い
え
る
進
化
と

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術

館
開
館
10
周
年
記
念

広
重　

―
摺す
り

の
極き
わ
み―

７
／
６
～
９
／
１　
　

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館

　

広
重
は
、
北
斎
と
と
も
に

浮
世
絵
版
画
の
世
界
に
風
景

画
と
花
鳥
画
の
ジ
ャ
ン
ル
を

ら
の
豊
か
な
暮
ら
し
の
象
徴

と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
人
の
テ
ル
マ
エ
へ
の

親
近
感
を
さ
ら
に
広
め
た
の

が
、
ヤ
マ
ザ
キ
マ
リ
氏
に
よ

る
漫
画
『
テ
ル
マ
エ
・
ロ
マ

エ
』
で
し
た
。

　

本
展
で
は
、
同
漫
画
の
主

人
公
ル
シ
ウ
ス
が
案
内
人
と

し
て
、
解
説
パ
ネ
ル
な
ど
に

リ
テ
ィ
」
を
与
え
る
た
め
に
、

デ
ザ
イ
ン
や
設
定
上
で
の
創

意
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
、
フ
ァ

ン
を
魅
了
し
続
け
て
き
た
。

　

本
展
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
ア

ニ
メ
に
お
け
る
デ
ザ
イ
ン
と

映
像
表
現
の
歴
史
を
、
そ
れ

ら
の
「
リ
ア
リ
テ
ィ
」
形
成

に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
た
設
定
上
の
「
メ
カ
ニ

ズ
ム
」
と
「
大
き
さ
」
を
軸

に
検
証
し
て
い
く
。

　

京
都
文
化
博
物
館
（
地
下

鉄
「
烏
丸
御
池
」
駅
下
車
５

番
出
口
よ
り
徒
歩
約
３
分
）

に
て
、
７
月
６
日
（
土
）
～

９
月
１
日
（
日
）。
休
館
日

は
月
曜
（
た
だ
し
、
７
月

15
日
、
８
月
12
日
は
開
館
）、

８
月
13
日
。
午
前
10
時
～
午

後
６
時
（
金
曜
は
午
後
７
時

30
分
ま
で
）、
入
場
は
そ
れ

ぞ
れ
閉
室
の
30
分
前
ま
で
。

一
般
・
大
学
生
１
８
０
０
円
、

中
高
生
１
３
０
０
円
、
小
学

生
７
０
０
円
。
京
都
文
化
博

物
館
☎
０
７
５
・
２
２
２
・

０
８
８
８
（
代
表
）

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

２
組
４
名
ご
招
待

広
が
り
を
見
せ

て
き
た
そ
の
デ

ザ
イ
ン
の
変
遷

に
は
、
空
想
上

の
荒
唐
無
稽
な

ロ
ボ
ッ
ト
と
い

う
存
在
に
、
映

像
的
な
「
リ
ア

確
立
し
た
こ
と

で
高
い
評
価
を

得
て
い
る
。
国

民
的
な
浮
世
絵

師
と
も
い
え
る

知
名
度
と
人
気

を
誇
る
広
重
だ

が
、
大
規
模
か

つ
総
合
的
な
展

覧
会
は
近
年
開

催
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
こ
で
、

登
場
。
日
本
に

お
け
る
古
代
ロ

ー
マ
研
究
の
第

一
人
者
で
あ
る

青
柳
正
規
氏
、

芳
賀
京
子
氏
の

監
修
と
、
ヤ
マ

ザ
キ
マ
リ
氏
の

ご
協
力
に
よ

り
、
鑑
賞
者
が
古
代
ロ
ー
マ

を
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

機
会
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

神
戸
市
立
博
物
館
（
Ｊ
Ｒ

「
三
ノ
宮
」
駅
よ
り
徒
歩
10

分
）
に
て
、
前
期
：
開
催
中

～
７
月
28
日
（
日
）、
後
期
：

７
月
30
日
（
火
）
～
８
月
25

日
（
日
）
ま
で
。
休
館
日
は

月
曜
（
た
だ
し
、７
月
15
日
、

８
月
12
日
は
開
館
）、
７
月

16
日
、
８
月
13
日
。
午
前
９

時
30
分
～
午
後
５
時
30
分
、

金
曜
・
土
曜
は
午
後
８
時
閉

館
（
入
館
は
そ
れ
ぞ
れ
閉
館

の
30
分
前
ま
で
）。
一
般
１

８
０
０
円
、
大
学
生
９
０
０

円
、
高
校
生
以
下
無
料
。
神

戸
市
立
博
物
館
☎
０
７
８
・

３
９
１
・
０
０
３
５

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

２
組
４
名
ご
招
待

☆「8月7日名古屋グランパス戦」、「8月24日FC東
京戦」、「8月31日鹿島アントラーズ戦」の観戦
チケットを1組2名にプレゼント！ 11面プレゼン
トコーナーをご覧ください。

7月14日（日） 午後6時30分
vs 浦和レッズ

第第
2233
節節

第
23
節

8月7日（水） 午後7時
vs 名古屋グランパス

第第
2255
節節

第
25
節

8月24日（土） 午後7時
vs FC東京

第第
2828
節節

第
28
節

8月31日（土） 午後7時
vs 鹿島アントラーズ

第第
2299
節節

第
29
節

9月21日（土） or 
 22日（日・祝） キックオフ未定
vs ガンバ大阪

第第
3311
節節

第
31
節

頑張れ!!京都サンガF.C.頑張れ!!京都サンガF.C.頑張れ!!京都サンガF.C.

ホームゲーム日程 ※会場はいずれも
　サンガスタジアム by KYOCERA

■京都サンガF.C.チケット係
　　 ticket@kyotosanga.jp　http://www.sanga-fc.jp/
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
• ①

出
町
座
映
画
鑑
賞
券
（
３

面
）

１
組
２
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

②
神
戸
市
立
博
物
館
「
テ
ル

マ
エ
展　

お
風
呂
で
つ
な
が

る
古
代
ロ
ー
マ
と
日
本
」（
11

面
）

２
組
４
名
ご
招
待

③
京
都
文
化
博
物
館
「
日
本

の
巨
大
ロ
ボ
ッ
ト
群
像
―
鉄

人
28
号
、
ガ
ン
ダ
ム
、
ロ
ボ

ッ
ト
ア
ニ
メ
の
浪
漫
―
」（
11

面
）

２
組
４
名
ご
招
待

④
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館

「
広
重　

―
摺
の
極
―
」（
11

面
）

５
組
10
名
ご
招
待

⑤
福
田
美
術
館
「
福
田
ど
う

ぶ
つ
え
ん
」（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

⑥
Ｊ
リ
ー
グ
Ｊ
１
「
京
都
サ

ン
ガ
F.　
C.
ＶＳ　

名
古
屋
グ
ラ

ン
パ
ス
」（
11
面
）
１
組
２
名

ご
招
待

⑦
Ｊ
リ
ー
グ
Ｊ
１
「
京
都
サ

ン
ガ
F.　
C.
ＶＳ　

Ｆ
Ｃ
東
京
」

（
11
面
）
１
組
２
名
ご
招
待

⑧
Ｊ
リ
ー
グ
Ｊ
１
「
京
都
サ

ン
ガ
F.　
C.
ＶＳ　

鹿
島
ア
ン
ト

ラ
ー
ズ
」（
11
面
）
１
組
２
名

ご
招
待

⑨TACPO

５
０
０
ポ
イ
ン

ト　
４
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

※
番
号
を
明
記
く
だ
さ
い

　

ご
応
募
は
、
応
募
フ
ォ
ー

ム
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

ご
希
望
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
番
号

を
明
記
の
上
、
〒
６
０
１
─

８
４
３
２
京
都
市
南
区
西
九

条
東
島
町
63
─
１
、
Ｍ
Ｋ
新

聞
「
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
係
ま
で
。

締
切
は
７
月
15
日
（
月
・
祝
）

消
印
有
効
。
当
選
者
の
発
表

は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
※
ご
応

募
に
際
し
て
ご
記
入
い
た
だ

い
た
個
人
情
報
に
つ
き
ま
し

て
は
、
弊
社
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き 

厳
重
に

管
理
し
て
お
り
ま
す
。

ご応募は
こちらから

展
覧
会
メ
イ
ン
ビ
ジ
ュ
ア
ル

没
後
１
０
０
年
記
念
公
演

フ
ォ
ー
レ　

ピ
ア
ノ
五
重

奏
曲　

全
曲
演
奏
会

10
／
５　

15
：
00
～　

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

　

ロ
マ
ン
派
か
ら
20
世
紀
初

頭
の
近
代
音
楽
へ
の
架
け
橋

と
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
巨

匠
、
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
フ
ォ
ー

レ
。
ピ
ア
ノ
と
弦
楽
器
を
こ

よ
な
く
愛
し
た
フ
ォ
ー
レ
は

生
涯
に
わ
た
り
、
多
彩
な
室

内
楽
作
品
を
創
作
し
た
。

　

没
後
１
０
０
年
を
記
念
し

て
、
室
内
楽
の
最
高
傑
作
で

あ
る
２
つ
の
ピ
ア
ノ
五
重
奏

曲
を
取
り
上
げ
る
。
ピ
ア
ノ

に
フ
ラ
ン
ス
の
大
家
エ
リ
ッ

ク
・
ル
・
サ
ー
ジ
ュ
、
弦
楽

器
に
は
国
内
外
の
第
一
線
で

活
躍
す
る
奏
者
を
お
迎
え
す

る
。
２
０
２
２
年
「
神
に
愛

さ
れ
た
作
曲
家 

セ
ザ
ー
ル
・

フ
ラ
ン
ク
―
―
フ
ラ
ン
ク
生

誕
２
０
０
周
年
記
念
公
演
」

に
て
好
評
を
博
し
た
５
名
に

よ
る
、
美
し
い
旋
律
と
深
い

情
感
の
あ
ふ
れ
る
フ
ォ
ー
レ

の
音
楽
を
お
届
け
。
フ
ォ
ー

レ
の
ピ
ア
ノ
五
重
奏
曲
を
全

曲
一
度
に
聴
け
る
貴
重
な
公

演
と
な
る
。

　

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル
ム
ラ

午
後
３
時
開
演
（
同
２
時
30

分
開
場
）。

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
（https://

www.kyotoconcerthall.
org/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

タ
（
地
下
鉄

「
北
山
」
駅

下
車
す
ぐ
、

１
・
３
番
出

口
よ
り
南
へ

徒
歩
５
分
）

に
て
、
10
月

５
日
（
土
）

MK新聞定期購読は
☎075-555-3186
mknews@mk-group.co.jp

お気軽にお問合せください
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昨
年
開
催
し
た
「
第
16
回

Ｍ
Ｋ
チ
ャ
リ
テ
ィ
カ
ッ
プ
」

で
は
、
集
ま
っ
た
チ
ャ
リ
テ

ィ
金
５
２
０
万
円
を
福
祉
用

具
・
設
備
費
と
し
て
、
京
都

府
共
同
募
金
会
を
通
じ
て
７

つ
の
障
が
い
者
施
設
へ
寄
贈

し
、
こ
の
度
協
賛
会
社
を
代

表
し
て
弊
社
常
務
取
締
役
・

松
川
哲
也
ほ
か
Ｍ
Ｋ
職
員
、

プ
ロ
ボ
ウ
ラ
ー
を
代
表
し
て

Ｍ
Ｋ
ボ
ウ
ル
上
賀
茂
所
属
の

平
山
陽
一
プ
ロ
、
西
谷
逸
夫

プ
ロ
が
施
設
を
直
接
訪
問
し

ま
し
た
。

　

５
月
13
日
に
「
京
都
市
洛

南
身
体
障
害
者
福
祉
会
館
」

（
京
都
市
南
区
）
か
ら
訪
問

を
開
始
し
ま
し
た
。
送
迎
用

の
車
両
を
助
成
し
ま
し
た

が
、「
車
両
は
様
々
な
地
域

か
ら
通
所
さ
れ
る
方
へ
の
対

応
に
不
可
欠
」と
の
こ
と
で
、

障
が
い
者
団
体
や
サ
ー
ク
ル

な
ど
に
活
動
の
場
を
提
供
さ

れ
、
色
々
な
方
が
運
動
や
作

業
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
様
子

を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

次
に
訪
問
し
た
「
か
ら
し

だ
ね
ワ
ー
ク
ス
」（
京
都
市

山
科
区
）
は
、
就
労
支
援
や

相
談
支
援
を
中
心
と
し
た
事

業
所
で
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
用

の
車
両
を
助
成
。
主
に
精
神

障
が
い
の
方
が
利
用
さ
れ
て

い
る
施
設
で
、「
支
援
を
受

け
る
だ
け
で
は
な
く
、
で
き

る
と
こ
ろ
は
自
分
た
ち
で
取

り
組
み
た
い
」と
の
思
い
や
、

自
然
体
で
気
楽
に
出
入
り
で

き
る
よ
う
な
施
設
の
工
夫
も

伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

５
月
20
日
に
は
「
あ
し
た

ば
の
家
」（
京
都
府
八
幡
市
）

を
訪
問
。
精
神
障
が
い
の
方

が
主
に
利
用
さ
れ
て
い
る
多

機
能
型
の
事
業
所
で
、
送
迎

用
の
車
両
を
助
成
。
出
た
く

て
も
家
か
ら
出
ら
れ
な
い
利

用
者
の
方
の
た
め
に
、
開
設

当
初
か
ら
送
迎
に
力
を
入
れ

て
き
た
経
緯
や
取
り
巻
く
環

境
の
厳
し
さ
、
難
し
さ
に
つ

い
て
お
話
を
聞
き
、
作
業
の

様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

同
日
に
訪
問
し
た
「
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
野
の
花
」（
京
都

府
城
陽
市
）
に
は
、
施
設
の

に
く
い
の
で
本
当
に
あ
り
が

た
い
で
す
」
と
の
お
声
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
５
月
21
日
に
訪
問
し
た「
暮

ら
し
ラ
ン
プ　

な
か
の
邸
」

（
京
都
府
長
岡
京
市
）
に
は
コ

ー
ヒ
ー
焙
煎
機
を
助
成
。
創

設
時
か
ら
コ
ー
ヒ
ー
に
関
す

る
作
業
を
さ
れ
て
い
る
事
業

所
で
、
豆
の
よ
り
分
け
作
業

か
ら
、
焙
煎
・
袋
詰
め
、
店

舗
で
の
接
客
な
ど
様
々
な
作

業
を
、
障
が
い
の
内
容
や
利

用
者
の
方
の
選
択
で
取
り
組

や
園
芸
と
い
っ
た
農
福
連
携

の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
２
２
０
を
超
え

る
施
設
に
寄
付
を
行
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
で
も
施
設
を
訪

問
さ
せ
て
い
た
だ
く
度
に
、

障
が
い
者
を
取
り
巻
く
環
境

は
変
化
し
、
様
々
な
課
題
が

あ
る
こ
と
を
目
の
当
た
り
に

し
ま
す
。
今
年
は
精
神
障
が

い
者
の
方
が
利
用
さ
れ
る
施

設
を
多
く
訪
問
し
ま
し
た
が
、

利
用
者
の
方
が
い
き
い
き
と

生
活
さ
れ
る
た
め
の
工
夫
や

配
慮
が
あ
り
、
施
設
運
営
そ

の
も
の
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
や
難
し
さ
を
強
く
実
感

す
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
に 

で
き
る
こ
と

　

施
設
を
直
接
訪
問
す
る
活

動
は
「
な
ぜ
支
援
が
必
要
な

の
か
？
」
か
ら
「
な
ぜ
そ
の

備
品
が
必
要
な
の
か
？
」
ま

で
、
福
祉
の
現
場
を
知
る
こ

と
で
一
層
理
解
が
深
ま
り
、

毎
回
貴
重
な
場
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
活
動
の
お
忙
し
い

中
訪
問
に
ご
快
諾
い
た
だ
い

た
各
施
設
様
に
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
よ
う
な
寄
贈
・

助
成
が
で
き
ま
し
た
の
も
、

お
客
様
、
協
賛
社
様
、
プ
ロ

ボ
ウ
ラ
ー
の
皆
様
の
お
か
げ

で
あ
り
、
改
め
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
本
年
も
大
会
を

よ
り
一
層
盛
り
上
げ
、
よ
り

多
く
の
施
設
に
支
援
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

市
）
に
は
施
設
の
改
修
費
を

助
成
。
利
用
さ
れ
て
い
る
精

神
障
が
い
の
方
が
「
音
が
聞

こ
え
る
こ
と
の
辛
さ
を
緩
和

談
話
室
で
使
わ
れ
る
椅

子
を
助
成
。
利
用
者
の

方
に
合
わ
せ
て
紙
漉
き

や
自
主
製
品
の
制
作
、

企
業
か
ら
の
下
請
け
の

作
業
な
ど
が
あ
る
こ
と

を
知
り
、
利
用
者
の
方

に
も
作
業
内
容
を
実
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
同
じ
く
同
日
に

訪
問
し
た
「
チ
ェ
リ
ー

工
房
」（
京
都
府
城
陽

す
る
た
め
」
に
施
設

内
の
作
業
ス
ペ
ー
ス

に
仕
切
り
を
設
け
る

と
の
こ
と
。「
環
境

整
備
は
自
分
た
ち
だ

け
で
は
で
き
ず
、
予

算
を
な
か
な
か
割
き

ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
働
け

る
環
境
を
整
え
、
選
択
肢

を
増
や
す
こ
と
で
可
能
性

を
広
げ
て
い
く
と
い
う
想

い
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
訪
問
し
た
「
乙

訓
ひ
ま
わ
り
園
」（
京
都

府
向
日
市
）
に
も
、
送
迎

車
両
を
助
成
。
２
０
０
名

近
い
利
用
者
の
方
を
送
迎

し
て
い
く
た
め
の
車
両
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
苦
労

や
、
利
用
者
の
方
の
普
段

の
活
動
の
様
子
、
最
近
力

を
入
れ
ら
れ
て
い
る
農
業

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご

理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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開催!
公益社団法人日本プロボウリング協会公認 ９月12㊍13㊎14㊏日  会場：ＭＫボウル上賀茂

第第1177回回第第1177回回第17回

本大会は収益金の一部に加え、公益社団法人日本プロボウリング協会並びに協賛各社からの
チャリティを募金会を通じて寄付し、障がいのある方々の福祉向上に役立てていただきます。

ボウリングで広がる
チャリティの輪 MKチャリティカップでは、皆様からの

協賛を募集しています。

詳しくはHPをご覧ください。
https://www.mk-group.co.jp/
charitycup/charity/

＜ＭＫチャリティカップ事務局＞
TEL：075-721-5030
FAX：075-722-6290

mail：charity_mk@mk-group.co.jp

＜法人協賛のお問合せは＞
TEL：075-555-3132
FAX：075-662-3122

個人・法人
協賛募集中！！

チャリティに参加　 
　　 　しませんか？

「第17回ＭＫチャリティカップ」に、障がいのある方を無料ご招待いた
します。ご自宅～会場間をＭＫタクシーで送迎し、会場内も招待席にご
案内いたします。ご家族・付き添いの方もご同伴いただけます。
https://www.mk-group.co.jp/charitycup/

京都（京都市・宇治市・城陽市・八幡市）在住の身体障がい、
知的障がい、もしくは精神障がいのある方（タクシーおよ
び車いすでの移動に支障のない方）

応募資格

ご本人様のお名前、ご住所、電話番号、年齢、性別、観戦
希望日（12日・13日・14日）、観戦希望時間、ご同伴者
の氏名を明記の上、ハガキ、FAX、もしくはEメールでご
応募ください。

応募方法

〒601-8432 京都市南区西九条東島町63-1
エムケイ株式会社内「ＭＫチャリティカップ事務局」宛
TEL 075-555-3186　FAX 075-693-8353
Eメール　press@mk-group.co.jp

応 募 先

2024年8月25日（日）必着
※応募多数の場合は抽選。当選者の方には後日お電話にてご案内いたします。
※会場エレベーター完備、バリアフリートイレもございます。
※ ご応募に際してご記入いただいた個人情報につきましては、弊社プライバ

シーポリシー（https://www.mk-group.co.jp/privacy.html）に基づき厳重
に管理いたします。

※ 新型コロナウイルスの感染状況によっては、ご招待人数の制限や招待企画
中止などの対応を取る場合があります。予めご了承ください。

締　　切
１日につき２組様（団体様もご応募いただけます。ご相談ください）ご招待数

障がいのある方を
� 送迎付きで観戦ご招待

9/12（木）
▶14（土）
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作業風景を見学
（京都市南区・洛南身体障害者福祉会館）
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できあがった製品を見せていただく
（京都府八幡市・あしたばの家）
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利用者が過ごしやすい環境を整備する
（京都府城陽市・チェリー工房）

江戸時代の建物を活用した施設
（京都府長岡京市・暮らしラン
プなかの邸）
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